
資料編 

2018 12月16日（日）

2019 12月16日（日）

2020 12.14（日）～1.11（月）

2021 12.11（土）～1.10（月）

2022 12.10（土）～1.31（火）

●本があるだけじゃない！図書館がわかる展示 公共・高校・大学図書館

北本市文化センター

桶川市民ホール、さいたま文学館

●ブックケア（展示・ワークショップ）

第13回

●記念講演 須賀しのぶさん（作家）
　「本と埼玉と私」

●こども読書 講座で学ぶこども読書活動交流集会他

●ブックケア（展示・ワークショップ）

●中学生によるビブリオバトル　　●展示 公共・高校・大学図書館

第12回

●記念講演 朝井リョウさん（作家）
　「朝井リョウの図書館ラジオ～質問にひたすら答えます～」

●こども読書 3分科会、こどもの本のひろば

●中学・高校生によるビブリオバトル　　●展示 公共・高校・大学図書館

第16回

●記念講演 門井慶喜さん（作家）
　「家康に学び、江戸に学ぶ」

●こども読書 高柳芳恵さん講演　　●中学生によるビブリオバトル

●司書が魅せる！WEB展示 公共・高校・大学図書館他

●司書が語る！Liveイベント 公共・高校図書館

オンライン開催

第14回

●記念講演 重松 清さん（作家）　「ことばの力」
　（関連企画　みんなで作る！重松 清展）

●こども読書 わらべうた講座、こどもの本のひろば

●ブックケア（展示・ワークショップ）

第15回

オンライン開催（Live配信12.11～12.12）

●記念講演 伊吹有喜さん（作家）
　「『雲を紡ぐ』に込めた想い  ―人生に無駄な寄り道なし―」

●こども読書 鈴木まもるさん講演　　●中学生によるビブリオバトル

●司書が魅せる！WEB展示 公共・高校・大学図書館他

●司書が語る！Liveイベント 公共・高校図書館

オンライン開催（Live配信12.10～12.11）
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埼埼玉玉県県立立図図書書館館設設置置条条例例  

昭和二十六年三月三十一日 
条例第十九号 

 
改正 昭和四〇年一〇月一一日条例第四五号 

 昭和四五年 三月三〇日条例第三四号 
  昭和五〇年 六月 九日条例第五七号 
 昭和五四年一二月二五日条例第五〇号 

  昭和五五年 三月二九日条例第三二号 
 平成一三年 七月一七日条例第五四号 

  平成一四年一二月二四日条例第九三号 
  平成二二年 三月三〇日条例第  五号 
平成二六年一二月二四日条例第七二号 

 
 埼玉県立図書館設置条例を、ここに公布する。 

埼玉県立図書館設置条例 
第一条 図書館法（昭和二十五年法律第百十八号）第十

条の規定に基づき、図書館を設置する。 
一部改正〔昭和四〇年条例四五号・四五年三四号〕 

第二条 図書館の名称及び位置は、次のとおりとする。 
 名   称 位   置 

埼玉県立熊谷図書館 熊谷市箱田五丁目六番一号 
埼玉県立久喜図書館 久喜市下早見八十五番地の五 
 追加〔昭和四五年条例三四号〕、一部改正〔昭和五〇

年条例五七号・五四年五〇号・五五年三二号・平成一

三年五四号・一四年九三号・二二年五号・二六年七二

号〕 
第三条 この条例に定めるものの外、この条例の施行に

関し必要な事項は、埼玉県教育委員会規則で定める。 
 一部改正〔昭和四五年条例三四号〕 

附則 
この条例は、公布の日から施行し昭和二十五年七月三

十日から適用する。 
附則（昭和四十年十月十一日条例第四十五号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（昭和四十五年三月三十日条例第三十四号） 
この条例は、昭和四十五年四月一日から施行する。 

附則（昭和五十年六月九日条例第五十七号） 
この条例は、昭和五十年十月一日から施行する。 

附則（昭和五十四年十二月二十五日条例第五十号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（昭和五十五年三月二十九日条例第三十二号） 
この条例は、昭和五十五年六月一日から施行する。 

附則（平成十三年七月十七日条例第五十四号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（平成十四年十二月二十四日条例第九十三号） 
この条例は、平成十五年四月一日から施行する。 

附則（平成二十二年三月三十日条例第五号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（平成二十六年十二月二十四日条例第七十二号） 
この条例は、平成二十七年四月一日から施行する。 

 
 
埼埼玉玉県県立立図図書書館館管管理理規規則則  

平成十五年三月二十八日 
教育委員会規則第十九号 

 
改正 平成二〇年三月二一日教育委員会規則第 六号 
     平成二〇年三月二八日教育委員会規則第一〇号 

     
 
 
    平成二四年三月二七日教育委員会規則第 九号                

平成二七年三月二四日教育委員会規則第一〇号 
 
 埼玉県立図書館管理規則をここに公布する。 

埼玉県立図書館管理規則 
 埼玉県立図書館管理規則（昭和三十五年埼玉県教育委

員会規則第五号）の全部を改正する。 
 （目的） 
第一条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）第三十三

条第一項及び埼玉県立図書館設置条例（昭和二十六年

埼玉県条例第十九号）第三条の規定に基づき、埼玉県

立熊谷図書館（以下「熊谷図書館」という。）及び埼玉

県立久喜図書館（以下「久喜図書館」という。）（以下

「図書館」と総称する。）の管理運営に関し、必要な事

項を定めることを目的とする。 
 （休館日） 
第二条 図書館（第十一条に規定する分室を除く。次条 

において同じ。）の休館日は、次のとおりとする。 
 一 月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 
  二十三年法律第百七十八号）に規定する休日（以下 
  「休日」という。）又は県民の日を定める条例（昭和 
  四十六年埼玉県条例第五十八号）に規定する日（以   
  下「県民の日」という。）である場合を除く。） 
 二 月曜日が休日又は県民の日である場合の当該月曜 
  日の翌日（当該月曜日に休日が引き続くときは、当 
  該最後の休日の翌日） 
 三 一月一日から同月三日まで及び十二月二十九日か 
  ら同月三十一日まで 
 四 館内整理日（毎月第四金曜日。ただし、その日が 
  休日である場合は、その前日） 
 五 特別整理期間（毎年春秋それぞれ七日以内） 
２ 館長は、特別の事情があるときは、埼玉県教育委員

会教育長（以下「教育長」という。）の承認を得て、前

項に規定する休館日を変更し、又は臨時に休館日を設

けることができる。 
 （利用時間） 
第三条 図書館の利用時間は、六月一日から九月三十日

までにあっては午前九時から午後八時まで、十月一日

から翌年の五月三十一日までにあっては午前九時から

午後七時までとする。ただし、日曜日、土曜日及び休

日にあっては午前九時から午後五時までとする。 
２ 児童図書資料、集団による読書活動に資するために

利用できる同一の図書（以下「貸出文庫」という。）、

視聴覚資料（個人が利用できるものを除く。）、視覚障

害者その他視覚による表現の認識に障害のある者（以

下「視覚障害者等」という。）に対する対面朗読及び点

字、録音その他の視覚障害者等が利用するために必要

な方式で作成された資料（以下「視覚障害者等サービ

ス用資料」という。）の利用時間については、前項の規

定にかかわらず、午前九時から午後五時までとする。 
３ 館長は、特別の事情があるときは、前二項に規定す

る利用時間を変更することができる。 
 （利用の制限） 
第四条 この規則若しくは館長の指示に従わないものに

対しては、図書館の利用を禁止することができる。 
 （損害賠償） 
第五条 図書館の入館者及び図書館資料の館外貸出しを

受けたものは、自己の責に帰すべき理由により、図書 
 館の施設若しくは設備を損傷し、又は備品若しくは資

料を亡失し、若しくは損傷したときは、これを修理し、 

条 例 ・ 管 理 規 則 
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  又はその損害を賠償しなければならない。 
  （館内利用） 
第六条 館内において図書館資料を利用しようとする者

は、所定の閲覧場所で利用しなければならない。 
２ 書庫内の図書館資料を利用しようとするとき、又は

館長が必要と認めたときは、図書館資料利用票に必要

な事項を記入して館長に提出するものとする。 
  （館外利用） 
第七条 図書館資料の館外利用をすることのできるもの

は、特別の理由により館長が許可した場合のほか、次

のとおりとする。 
  一 県内に居住し、若しくは通勤し、又は通学する者 
    （以下「個人」という。） 
  二 県内の図書館、公民館その他の施設で館長が適当 
    と認めたもの（第十条において「図書館等」という。） 
  三 県内の読書会、社会教育関係団体その他の団体で 
    館長が適当と認めたもの（以下「団体」という。） 
第八条 図書館資料の館外利用をしようとするものは、

図書館外利用申込書を館長に提出し、図書館カードの

交付を受けなければならない。 
２ 館長は、前項の図書館カードの交付を受けようとす

るものに図書館カードを交付するに当たっては、個人

にあっては氏名及び住所、団体にあっては名称及び所

在地を確認することのできる書類（以下「確認書類」

という。）の提示を求めることができる。 
３ 図書館カードの有効期限は、発行の日から三年とす

る。 
４ 図書館カードの交付を受けたものは、図書館カード

を亡失したとき、又は図書館外利用申込書の記載事項

に変更を生じたときは、速やかに館長に届け出なけれ

ばならない。 
５ 館長は、必要に応じて、図書館カードの交付を受け

たものに対し、確認書類の提示を求めることができる。 
６ 次の各号のいずれかに該当する場合には、図書館カ

ードは、無効とする。 
  一 図書館カードの交付を受けたものが、第七条各号 
    のいずれにも該当しなくなったとき。 
  二 図書館カードを紛失した旨の届出があったとき。 
  三 第三項の図書館カードの有効期限が経過したとき。 
７ 図書館カードは、他人に譲渡し、若しくは貸与し、

又は不正に使用してはならない。 
第九条 図書館カードの交付を受けたものは、図書館資

料の貸出しを受けようとするときに、図書館カードを

館長に提示するものとする。 
第十条 同時に館外利用できる図書館資料は、特別の理

由により館長が許可した場合のほか、個人にあっては、

図書、雑誌等は十点以内、視聴覚資料は五点以内とし、

その利用期間は、十五日以内とする。 
２ 図書館等が同一の図書館資料を館外利用できる期間

は、三十日以内とする。ただし、特別の理由により館

長が許可した場合は、これを延長することができる。 
３ 団体が同時に館外利用できる図書は、五百冊以内と

し、その利用期間は、三十日以内とする。 
４ 同時に館外利用できる貸出文庫は、六セット以内と

し、その利用期間は、六十日以内とする。 
５ 団体が同時に館外利用できる視聴覚資料（映写機等

の機材を含む。次項において同じ。）は、五点以内とし、

その利用期間は、五日以内とする。 
６ 貸出文庫及び団体が館外利用できる視聴覚資料の利

用並びに図書館等への協力貸出し（以下「協力貸出し」

という。）については、この規則に定めるもののほか、 
 館長が別に定める。 
７ 貴重図書、辞書その他館長が館外利用を不適当と認 

  
  めたものについては、館外利用を禁止することができ

る。 
  （分室） 
第十一条 熊谷図書館に分室を置く。 
２ 分室の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 
埼玉県立熊谷図書館浦和分室 さいたま市 

３ 分室の運営については、この規則に定めるもののほ

か、館長が別に定める。 
  （配本所） 
第十二条 配本所の設置については、この規則に定める

もののほか、館長が別に定める。 
  （視覚障害者等サービス） 
第十三条 視覚障害者等に対する対面朗読、視覚障害者

等サービス用資料の貸出し等の利用については、この

規則に定めるもののほか、館長が別に定める。 
  （図書館の所掌事務） 
第十四条 熊谷図書館においては、次の事務を所掌する。 
  一 図書館運営に係る重要施策の企画及び立案に関す 
    ること。 
  二 図書館サービスに係る事務の総合調整に関するこ 
    と。 
  三 図書館資料の収集及び整理（久喜図書館において 
    所掌するものを除く。）に関すること。 
  四 図書館資料の利用及び保存に係る事務の調整（久 
    喜図書館において所掌するものを除く。）に関するこ  
    と。 
  五 哲学、歴史、地理、社会科学及び産業の分野に係 
    る図書館資料の保存及び参考調査に関すること。 
  六 地域資料及び行政資料の保存及び参考調査に関す 
    ること。 
  七 地域資料及び行政資料サービスに係る企画及び立    
    案に関すること。 
  八 海外資料の保存及び参考調査に関すること。 
  九 海外資料サービスに係る企画及び立案に関するこ 
    と。 
  十 視聴覚サービスに係る企画及び立案に関すること。 
  十一 分室の運営に関すること。 
  十二 市町村立図書館との協力業務に係る企画及び立 
    案に関すること。 
  十三 協力貸出しに伴う図書館資料搬送車（以下「協 
    力車」という。）の運行に関すること。 
  十四 貸出文庫の利用及び配本所の設置に関すること。 
  十五 図書館のコンピュータシステムの管理に関する 
    こと。 
  十六 図書館協議会に関すること。 
  十七 図書館関係団体等との協力に関すること。 
第十五条 久喜図書館においては、次の事務を所掌する。 
  一 自然科学、技術、芸術、言語及び文学（以下「自 
    然科学等」という。）の分野に係る図書館資料の保存    
    及び参考調査に関すること。 
  二 児童図書資料の保存及び参考調査に関すること。 
  三 児童図書資料の利用に係る事務の調整に関するこ 
    と。 
  四 児童サービスに係る企画及び立案に関すること。 
  五 視覚障害者等サービス用資料の収集、作成、整理、 
    利用及び保存に関すること。 
  六 視覚障害者等サービスに係る企画、立案及び市町 
    村立図書館への支援に関すること。 
  七 自然科学等の分野に係る新聞及び雑誌の収集及び 
    整理に関すること。 
  八 新聞及び雑誌の利用及び保存に係る事務の調整に 
    関すること。 

 

 
 
 
埼埼玉玉県県立立図図書書館館設設置置条条例例  

昭和二十六年三月三十一日 
条例第十九号 

 
改正 昭和四〇年一〇月一一日条例第四五号 

 昭和四五年 三月三〇日条例第三四号 
  昭和五〇年 六月 九日条例第五七号 
 昭和五四年一二月二五日条例第五〇号 

  昭和五五年 三月二九日条例第三二号 
 平成一三年 七月一七日条例第五四号 

  平成一四年一二月二四日条例第九三号 
  平成二二年 三月三〇日条例第  五号 
平成二六年一二月二四日条例第七二号 

 
 埼玉県立図書館設置条例を、ここに公布する。 

埼玉県立図書館設置条例 
第一条 図書館法（昭和二十五年法律第百十八号）第十

条の規定に基づき、図書館を設置する。 
一部改正〔昭和四〇年条例四五号・四五年三四号〕 

第二条 図書館の名称及び位置は、次のとおりとする。 
 名   称 位   置 

埼玉県立熊谷図書館 熊谷市箱田五丁目六番一号 
埼玉県立久喜図書館 久喜市下早見八十五番地の五 
 追加〔昭和四五年条例三四号〕、一部改正〔昭和五〇

年条例五七号・五四年五〇号・五五年三二号・平成一

三年五四号・一四年九三号・二二年五号・二六年七二

号〕 
第三条 この条例に定めるものの外、この条例の施行に

関し必要な事項は、埼玉県教育委員会規則で定める。 
 一部改正〔昭和四五年条例三四号〕 

附則 
この条例は、公布の日から施行し昭和二十五年七月三

十日から適用する。 
附則（昭和四十年十月十一日条例第四十五号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（昭和四十五年三月三十日条例第三十四号） 
この条例は、昭和四十五年四月一日から施行する。 

附則（昭和五十年六月九日条例第五十七号） 
この条例は、昭和五十年十月一日から施行する。 

附則（昭和五十四年十二月二十五日条例第五十号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（昭和五十五年三月二十九日条例第三十二号） 
この条例は、昭和五十五年六月一日から施行する。 

附則（平成十三年七月十七日条例第五十四号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（平成十四年十二月二十四日条例第九十三号） 
この条例は、平成十五年四月一日から施行する。 

附則（平成二十二年三月三十日条例第五号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（平成二十六年十二月二十四日条例第七十二号） 
この条例は、平成二十七年四月一日から施行する。 

 
 
埼埼玉玉県県立立図図書書館館管管理理規規則則  

平成十五年三月二十八日 
教育委員会規則第十九号 

 
改正 平成二〇年三月二一日教育委員会規則第 六号 
     平成二〇年三月二八日教育委員会規則第一〇号 

     
 
 
    平成二四年三月二七日教育委員会規則第 九号                

平成二七年三月二四日教育委員会規則第一〇号 
 
 埼玉県立図書館管理規則をここに公布する。 

埼玉県立図書館管理規則 
 埼玉県立図書館管理規則（昭和三十五年埼玉県教育委

員会規則第五号）の全部を改正する。 
 （目的） 
第一条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）第三十三

条第一項及び埼玉県立図書館設置条例（昭和二十六年

埼玉県条例第十九号）第三条の規定に基づき、埼玉県

立熊谷図書館（以下「熊谷図書館」という。）及び埼玉

県立久喜図書館（以下「久喜図書館」という。）（以下

「図書館」と総称する。）の管理運営に関し、必要な事

項を定めることを目的とする。 
 （休館日） 
第二条 図書館（第十一条に規定する分室を除く。次条 

において同じ。）の休館日は、次のとおりとする。 
 一 月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 
  二十三年法律第百七十八号）に規定する休日（以下 
  「休日」という。）又は県民の日を定める条例（昭和 
  四十六年埼玉県条例第五十八号）に規定する日（以   
  下「県民の日」という。）である場合を除く。） 
 二 月曜日が休日又は県民の日である場合の当該月曜 
  日の翌日（当該月曜日に休日が引き続くときは、当 
  該最後の休日の翌日） 
 三 一月一日から同月三日まで及び十二月二十九日か 
  ら同月三十一日まで 
 四 館内整理日（毎月第四金曜日。ただし、その日が 
  休日である場合は、その前日） 
 五 特別整理期間（毎年春秋それぞれ七日以内） 
２ 館長は、特別の事情があるときは、埼玉県教育委員

会教育長（以下「教育長」という。）の承認を得て、前

項に規定する休館日を変更し、又は臨時に休館日を設

けることができる。 
 （利用時間） 
第三条 図書館の利用時間は、六月一日から九月三十日

までにあっては午前九時から午後八時まで、十月一日

から翌年の五月三十一日までにあっては午前九時から

午後七時までとする。ただし、日曜日、土曜日及び休

日にあっては午前九時から午後五時までとする。 
２ 児童図書資料、集団による読書活動に資するために

利用できる同一の図書（以下「貸出文庫」という。）、

視聴覚資料（個人が利用できるものを除く。）、視覚障

害者その他視覚による表現の認識に障害のある者（以

下「視覚障害者等」という。）に対する対面朗読及び点

字、録音その他の視覚障害者等が利用するために必要

な方式で作成された資料（以下「視覚障害者等サービ

ス用資料」という。）の利用時間については、前項の規

定にかかわらず、午前九時から午後五時までとする。 
３ 館長は、特別の事情があるときは、前二項に規定す

る利用時間を変更することができる。 
 （利用の制限） 
第四条 この規則若しくは館長の指示に従わないものに

対しては、図書館の利用を禁止することができる。 
 （損害賠償） 
第五条 図書館の入館者及び図書館資料の館外貸出しを

受けたものは、自己の責に帰すべき理由により、図書 
 館の施設若しくは設備を損傷し、又は備品若しくは資

料を亡失し、若しくは損傷したときは、これを修理し、 

条 例 ・ 管 理 規 則 
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  九 電子メールによる参考調査に係る事務の調整に関 
    すること。 
  （共通所掌事務） 
第十六条 図書館においては、前二条に定めるもののほ 
 か、それぞれ次の事務を所掌する。 
  一 図書館資料の利用に関すること。 
  二 視聴覚資料の保存に関すること。 
  三 新聞及び雑誌の保存に関すること。 
  四 協力車の巡回による協力貸出し及び県内の図書館 
    への運営に係る助言に関すること。 
  五 県外の図書館との相互貸借に関すること。 
  六 映画会の企画及び実施に関すること。 
  七 視覚障害者等に対する対面朗読の実施に関するこ 
    と。 
  八 図書館資料の複写に関すること。 
  九 広報に関すること。 
  十 調査及び統計に関すること。 
  十一 庶務に関すること。 
  十二 前各号に掲げるもののほか、所掌事務に関連し 
    た事務の処理に関すること。 
  （職及び組織） 
第十七条 図書館に次の表の上欄に掲げる職を置き、そ

の職務は、同表の下欄に掲げるとおりとする。ただし、

教育主幹、担当部長及び担当課長の職は、必要に応じ

て置くものとする。 
職 職   務 

館  長 
上司の命を受け、図書館の所掌する事務を

掌理し、その事務を処理するため、所属の

職員を指揮監督する。 

副 館 長 

上司の命を受け、特に指定された事項を掌

理するとともに、当該指定事項について、

館長を助け、これらの事務を処理するた

め、職員を指揮監督する。 

教育主幹 

上司の命を受け、図書館法（昭和二十五年

法律第百十八号。以下「法」という。）第

四条第二項に規定する事務以外の事務で、

特に困難なものに従事し、その事務を処理

するため、職員を指揮監督する。 

担当部長 
上司の命を受け、特に指定された事項を掌

理し、その事務を処理するため、職員を指

揮監督する。 

担当課長 
上司の命を受け、担任する事務を掌理し、

その事務を処理するため、職員を指揮監督

する。 
２ 前項に定めるもののほか、図書館に次の表の上欄に

掲げる職を置き、その職務は、それぞれ同表の下欄に

掲げるとおりとする。ただし、主席司書主幹、司書主

幹及び主任司書の職は、必要に応じて置くものとする。 
職 職   務 

主  席 
司書主幹 

上司の命を受け、法第四条第二項に規定す

る事務で極めて高度の知識、経験等を必要

とする特に困難なものに従事し、その事務

を処理するため、職員を指揮監督する。 

司書主幹 

上司の命を受け、法第四条第二項に規定す

る事務で高度の知識、経験等を必要とする

特に困難なものに従事し、その事務を処理

するため、職員を指揮監督する。 

主任司書 
上司の命を受け、法第四条第二項に規定す

る事務で相当高度の知識、経験等を必要と

する困難なものに従事する。 

司  書 上司の命を受け、法第四条第二項に規定す

る事務に従事する。 

３ 前二項に定めるもののほか、必要に応じて、図書館 
 に次の表の上欄に掲げる職を置き、その職務は、それ

ぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。 
職 職   務 

主 任 上司の命を受け、事務又は技術で相当困

難なものに従事する。 
主 事 上司の命を受け、事務に従事する。 
技 師 上司の命を受け、技術に従事する。 

４ 前三項に定めるもののほか、必要に応じて、図書館

に次の表の上欄に掲げる職を置き、その職務は、同表

の下欄に掲げるとおりとする。 
職 職   務 

主任専門員 
上司の命を受け、事務又は技術で知識、

経験等を必要とする相当困難なものに

従事する。 

専 門 員 上司の命を受け、事務又は技術で知識、

経験等を必要とするものに従事する。 
  （職の任命） 
第十八条 前条に定める職は、事務職員又は技術職員の

うちから埼玉県教育委員会が命ずる。ただし、主席司

書主幹、司書主幹、主任司書及び司書にあっては、法

第五条に規定する資格を有する者のうちから命ずる。 
  （寄贈及び寄託） 
第十九条 図書館は、図書館資料の寄贈及び寄託を受け

ることができる。 
２ 図書館資料を寄贈又は寄託した者に対しては、受領

書又は寄託証書を交付するものとする。 
３ 寄託資料は、図書館所蔵の資料と同様の取扱いをす

るものとする。ただし、その館外利用については、寄

託者の承認を得なければならない。 
４ 図書館は、不可抗力による寄託資料の損害に対して、

その責を負わないものとする。 
  （事業報告） 
第二十条 館長は、図書館の事業について、毎月十日ま

でに前月における概要を、年度終了後一月以内に前年

度における概要を、それぞれ教育長に報告しなければ

ならない。 
  （補則） 
第二十一条 この規則の施行に関し必要な事項は、あら

かじめ、教育長の承認を得て、館長が定める。 
附則 
  （施行期日等） 
１ この規則は、平成十五年四月一日から施行する。 
  （経過措置） 
２ この規則の施行の日から平成十五年十月三十一日ま

での間における第三条第一項（視聴覚資料（個人が利

用できるものに限る。）の利用時間に係る部分に限る。）

の規定の適用については、同項中「午後八時」又は「午

後七時」とあるのは、それぞれ「午後五時」とする。 
３ この規則の施行前に改正前の埼玉県立図書館管理規

則の規定によりした許可その他の行為は、この規則の

相当規定によりした許可その他の行為とみなす。 
４ この規則の施行の際、この規則による改正前の埼玉

県立図書館管理規則の規定により、浦和図書館、熊谷

図書館及び久喜図書館に設置されている次の表の上欄

に掲げる職を命ぜられている者は、別に辞令を発せら

れない限り、同表の上欄に対応する下欄に掲げる職を

命ぜられたものとする。 
主 査 担当課長 

附則（平成二十年三月二十一日教育委員会規則第六号） 
  この規則は、平成二〇年四月一日から施行する。 
附則（平成二十年三月二十八日教育委員会規則第十号） 
  この規則は、平成二十年四月一日から施行する。 
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附則（平成二十四年三月二十七日教育委員会規則第九号） 
  この規則は、平成二四年四月一日から施行する。 
附則（平成二十七年三月二十四日教育委員会規則第十号） 
  この規則は、平成二十七年四月一日から施行する。 
 
埼埼玉玉県県立立図図書書館館協協議議会会条条例例  

昭和二十七年四月十五日 
条例第三十六号 

 
改正 昭和二八年 四月 一日条例第二五号 

 昭和三四年 六月一九日条例第二九号 
 昭和四五年 三月三〇日条例第三五号 
 昭和五〇年 六月 九日条例第五八号 

  昭和五五年 三月二九日条例第三三号 
 平成一四年一二月二四日条例第九三号 
平成二四年 三月二七日条例第三一号 
平成二六年一二月二四日条例第七二号 

 
  埼玉県立図書館協議会条例を、ここに公布する。 

埼玉県立図書館協議会条例 
第一条 図書館法（昭和二十五年法律第百十八号）第十

四条第一項の規定に基づき、埼玉県立図書館協議会（以

下「協議会」という。）を埼玉県立熊谷図書館に置く。 
 全部改正〔平成一四年条例九三号〕、一部改正〔平成

二六年条例七二号〕 
第二条 協議会の委員（以下「委員」という。）の定数は、

十五人以内とする。 
    一部改正〔昭和四五年条例三五号・平成一四年九三  
  号〕 
第三条 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭

教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験の

ある者のうちから、埼玉県教育委員会（次条第一項及

び第五条において「教育委員会」という。）が任命す

る。 
  追加〔平成二四年条例三一号〕 
第四条 委員の任期は、二年とする。ただし、教育委員

会は、委員に特別の事情があると認めるときは、任期

中であつてもこれを解任することができる。 
２ 委員に欠員を生じた場合における補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 
  一部改正〔平成二四年条例三一号〕 
第五条 この条例に定めるもののほか、協議会の運営に

関して必要な事項は、教育委員会が定める。 
  一部改正〔昭和二八年条例二五号・三四年二九号・

平成二四年三一号〕 
附則 
この条例は、公布の日から施行する。 

附則（昭和二十八年四月一日条例第二十五号） 
この条例は、昭和二十八年四月一日から施行する。 

附則（昭和三十四年六月十九日条例第二十九号） 
この条例は、公布の日から施行し、昭和三十四年四月

三十日から適用する。 
附則（昭和四十五年三月三十日条例第三十五号） 
この条例は、昭和四十五年四月一日から施行する。 

附則（昭和五十年六月九日条例第五十八号） 
この条例は、昭和五十年十月一日から施行する。 

附則（昭和五十五年三月二十九日条例第三十三号） 
この条例は、昭和五十五年六月一日から施行する。 

附則（平成十四年十二月二十四日条例第九十三号） 
この条例は、平成十五年四月一日から施行する。 

附則（平成二十四年三月二十七日条例第三十一号） 
この条例は、平成二十四年四月一日から施行する。 

附則（平成二十六年十二月二十四日条例第七十二号） 
この条例は、平成二十七年四月一日から施行する。 

埼埼玉玉県県立立図図書書館館協協議議会会運運営営規規則則  
昭和二十八年一月二十七日 

教育委員会規則第一号 
 

改正 昭和四五年 三月三〇日教育委員会規則第 七号 
 昭和五〇年 九月三〇日教育委員会規則第二三号 

  昭和五五年 五月三〇日教育委員会規則第一七号 
 昭和六〇年 三月二六日教育委員会規則第  一号 

  平成一五年 三月二八日教育委員会規則第二〇号 
 
  埼玉県条例第三十六号に基く埼玉県立図書館協議会運

営規則を次のように定める。 
埼玉県立図書館協議会運営規則 

第一条 埼玉県立図書館協議会（以下「協議会」という。）

に会長及び副会長を置く。 
２ 会長及び副会長は、協議会の委員（以下「委員」と

いう。）の互選とし、その任期は一年とする。 
３ 会長は、協議会の会議（以下「会議」という。）を主

宰する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、

その職務を代理する。 
第二条 会議は、図書館長がこれを招集する。 
２ 会議開催の日時及び場所は、会議に付議すべき事件

と共に、図書館長が、あらかじめ委員にこれを通知し

なければならない。 
第三条 会議は、定例会及び臨時会とする。 
２ 定例会は、年三回とし、臨時会は、必要がある場合

にこれを開催する。 
第四条 会議は、委員の過半数が出席しなければ、これ

を開き議決をすることができない。 
２ 議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否

同数のときは、会長の決するところによる。 
第五条 会議は、公開とする。ただし、出席した委員の

三分の二以上の多数で議決したときは、非公開とする

ことができる。 
第六条 会長は、次に掲げる事項を記載した会議録を作

成するものとする。 
  一 会議の日時及び場所 
  二 出席及び欠席した委員の氏名 
  三 議決事項 
  四 表決における賛否の数 
  五 議事の経過 
  六 その他必要な事項 
２ 会議録には、会長及び出席した委員のうちから会長

が指名した二人の委員が署名するものとする。 
第七条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に

関し、必要な事項は、会議においてこれを定める。 
附則 
この規則は、公布の日から施行する。 

附則(昭和四十五年三月三十日教育委員会規則第七号） 
この規則は、昭和四十五年四月一日から施行する。 

附則（昭和五十年九月三十日教育委員会規則第二十三号） 
この規則は、昭和五十年十月一日から施行する。 

附則（昭和五十五年五月三十日教育委員会規則第十七号） 
この規則は、昭和五十五年六月一日から施行する。 

附則(昭和六十年三月二十六日教育委員会規則第一号） 
この規則は、昭和六十年四月一日から施行する。 

附則（平成十五年三月二十八日教育委員会規則第二十号) 
この規則は、平成十五年四月一日から施行する。 

 

  九 電子メールによる参考調査に係る事務の調整に関 
    すること。 
  （共通所掌事務） 
第十六条 図書館においては、前二条に定めるもののほ 
 か、それぞれ次の事務を所掌する。 
  一 図書館資料の利用に関すること。 
  二 視聴覚資料の保存に関すること。 
  三 新聞及び雑誌の保存に関すること。 
  四 協力車の巡回による協力貸出し及び県内の図書館 
    への運営に係る助言に関すること。 
  五 県外の図書館との相互貸借に関すること。 
  六 映画会の企画及び実施に関すること。 
  七 視覚障害者等に対する対面朗読の実施に関するこ 
    と。 
  八 図書館資料の複写に関すること。 
  九 広報に関すること。 
  十 調査及び統計に関すること。 
  十一 庶務に関すること。 
  十二 前各号に掲げるもののほか、所掌事務に関連し 
    た事務の処理に関すること。 
  （職及び組織） 
第十七条 図書館に次の表の上欄に掲げる職を置き、そ

の職務は、同表の下欄に掲げるとおりとする。ただし、

教育主幹、担当部長及び担当課長の職は、必要に応じ

て置くものとする。 
職 職   務 

館  長 
上司の命を受け、図書館の所掌する事務を

掌理し、その事務を処理するため、所属の

職員を指揮監督する。 

副 館 長 

上司の命を受け、特に指定された事項を掌

理するとともに、当該指定事項について、

館長を助け、これらの事務を処理するた

め、職員を指揮監督する。 

教育主幹 

上司の命を受け、図書館法（昭和二十五年

法律第百十八号。以下「法」という。）第

四条第二項に規定する事務以外の事務で、

特に困難なものに従事し、その事務を処理

するため、職員を指揮監督する。 

担当部長 
上司の命を受け、特に指定された事項を掌

理し、その事務を処理するため、職員を指

揮監督する。 

担当課長 
上司の命を受け、担任する事務を掌理し、

その事務を処理するため、職員を指揮監督

する。 
２ 前項に定めるもののほか、図書館に次の表の上欄に

掲げる職を置き、その職務は、それぞれ同表の下欄に

掲げるとおりとする。ただし、主席司書主幹、司書主

幹及び主任司書の職は、必要に応じて置くものとする。 
職 職   務 

主  席 
司書主幹 

上司の命を受け、法第四条第二項に規定す

る事務で極めて高度の知識、経験等を必要

とする特に困難なものに従事し、その事務

を処理するため、職員を指揮監督する。 

司書主幹 

上司の命を受け、法第四条第二項に規定す

る事務で高度の知識、経験等を必要とする

特に困難なものに従事し、その事務を処理

するため、職員を指揮監督する。 

主任司書 
上司の命を受け、法第四条第二項に規定す

る事務で相当高度の知識、経験等を必要と

する困難なものに従事する。 

司  書 上司の命を受け、法第四条第二項に規定す

る事務に従事する。 

３ 前二項に定めるもののほか、必要に応じて、図書館 
 に次の表の上欄に掲げる職を置き、その職務は、それ

ぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。 
職 職   務 

主 任 上司の命を受け、事務又は技術で相当困

難なものに従事する。 
主 事 上司の命を受け、事務に従事する。 
技 師 上司の命を受け、技術に従事する。 

４ 前三項に定めるもののほか、必要に応じて、図書館

に次の表の上欄に掲げる職を置き、その職務は、同表

の下欄に掲げるとおりとする。 
職 職   務 

主任専門員 
上司の命を受け、事務又は技術で知識、

経験等を必要とする相当困難なものに

従事する。 

専 門 員 上司の命を受け、事務又は技術で知識、

経験等を必要とするものに従事する。 
  （職の任命） 
第十八条 前条に定める職は、事務職員又は技術職員の

うちから埼玉県教育委員会が命ずる。ただし、主席司

書主幹、司書主幹、主任司書及び司書にあっては、法

第五条に規定する資格を有する者のうちから命ずる。 
  （寄贈及び寄託） 
第十九条 図書館は、図書館資料の寄贈及び寄託を受け

ることができる。 
２ 図書館資料を寄贈又は寄託した者に対しては、受領

書又は寄託証書を交付するものとする。 
３ 寄託資料は、図書館所蔵の資料と同様の取扱いをす

るものとする。ただし、その館外利用については、寄

託者の承認を得なければならない。 
４ 図書館は、不可抗力による寄託資料の損害に対して、

その責を負わないものとする。 
  （事業報告） 
第二十条 館長は、図書館の事業について、毎月十日ま

でに前月における概要を、年度終了後一月以内に前年

度における概要を、それぞれ教育長に報告しなければ

ならない。 
  （補則） 
第二十一条 この規則の施行に関し必要な事項は、あら

かじめ、教育長の承認を得て、館長が定める。 
附則 
  （施行期日等） 
１ この規則は、平成十五年四月一日から施行する。 
  （経過措置） 
２ この規則の施行の日から平成十五年十月三十一日ま

での間における第三条第一項（視聴覚資料（個人が利

用できるものに限る。）の利用時間に係る部分に限る。）

の規定の適用については、同項中「午後八時」又は「午

後七時」とあるのは、それぞれ「午後五時」とする。 
３ この規則の施行前に改正前の埼玉県立図書館管理規

則の規定によりした許可その他の行為は、この規則の

相当規定によりした許可その他の行為とみなす。 
４ この規則の施行の際、この規則による改正前の埼玉

県立図書館管理規則の規定により、浦和図書館、熊谷

図書館及び久喜図書館に設置されている次の表の上欄

に掲げる職を命ぜられている者は、別に辞令を発せら

れない限り、同表の上欄に対応する下欄に掲げる職を

命ぜられたものとする。 
主 査 担当課長 

附則（平成二十年三月二十一日教育委員会規則第六号） 
  この規則は、平成二〇年四月一日から施行する。 
附則（平成二十年三月二十八日教育委員会規則第十号） 
  この規則は、平成二十年四月一日から施行する。 
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歴 代 館 長 

単館時代 

大正 11～大正 13:平 野  孝   大正 14:早川 三郎／中川 竹次郎  大正 15～昭和 5 :川口 彞雄 

昭和 6～昭和 13 :中原 英寿  昭和 14:伊関 庄三郎／中川 薫治  昭和 15～昭和 16:木戸 喜佐登 

昭和 17～昭和 20:古津 千次郎  昭和 21～昭和 31:韮塚 一三郎    昭和 32（年度中途まで）:峯岸 政之助 

昭和 32（年度中途から）～昭和 43:上 野  茂   昭和 44（翌年度から浦和図書館長）:江袋 文男 

複数館時代 

年 度 浦和図書館長 熊谷図書館長 川越図書館長 久喜図書館長 

昭和 45 江袋 文男 上野 茂     

昭和 46 江袋 文男 上野 茂     

昭和 47 江袋 文男 上野 茂     

昭和 48 江袋 文男 上野 茂     

昭和 49 中藤 喜八郎 江袋 文男     

昭和 50 小林 鶴男 江袋 文男 上野 茂   

昭和 51 池沢 国彦 小林 鶴男 渡辺 澄夫   

昭和 52 青鹿 一郎 代島 秀雄 渡辺 澄夫   

昭和 53 青鹿 一郎 代島 秀雄 渡辺 澄夫   

昭和 54 石川 正明 代島 秀雄 青木 廣作   

昭和 55 石川 正明 代島 秀雄 青木 廣作 山口 英和 

昭和 56 木村 繁蔵 上岡 鉄次 野中 聰 武正 松次 

昭和 57 木村 繁蔵 上岡 鉄次 小室 英夫 武正 松次 

昭和 58 桑野 恒夫 半田 正男 小室 英夫 武正 松次 

昭和 59 吉本 富男 伊藤 嘉久 小室 英夫 杉山 泰之 

昭和 60 吉本 富男 野村 鍋一 細谷 重磨 杉山 泰之 

昭和 61 杉山 泰之 野村 鍋一 栗藤 一衛 渡辺 雅夫 

昭和 62 杉山 泰之 野村 鍋一 栗藤 一衛 渡辺 雅夫 

昭和 63 栗藤 一衛 斎藤 力 新井 四郎 渡辺 雅夫 

昭和 64 栗藤 一衛 斎藤 力 須藤 和敬 中太 庄 

平成 2 須藤 和敬 浅見 貞男 百瀬 陽二 中太 庄 

平成 3 新井 一久 浅見 貞男 百瀬 陽二 金井 昭寿 

平成 4 新井 一久 吉竹 真善 佐野 長二 長谷川 清 

平成 5 村田 文生 吉竹 真善 佐野 長二 長谷川 清 

平成 6 村田 文生 武笠 一男 佐野 長二 遠藤 勝 
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年 度 浦和図書館長 熊谷図書館長 川越図書館長 久喜図書館長 

平成 7 村田 文生 武笠 一男 佐野 長二 鈴木 健一 

平成 8 村田 文生 武笠 一男 大松 久巳 鈴木 健一 

平成 9 村田 文生 田中 武久 大松 久巳 鈴木 健一 

平成 10 鈴木 健一 杉山 洋祐 橋本 恭明 大松 久巳 

平成 11 鈴木 健一 杉山 洋祐 朝倉 恒夫 大松 久巳 

平成 12 大松 久巳 鈴木 健一 星野 明徳 杉山 洋祐 

平成 13 大松 久巳 鈴木 健一 吉田 秀文 杉山 洋祐 

平成 14 杉山 洋祐 加藤 巌 新井 千行 吉田 秀文 

平成 15 杉山 洋祐 加藤 巌   吉田 秀文 

平成 16 畔上 敦志 稲葉 文夫   加藤 巌 

平成 17 畔上 敦志 稲葉 文夫   加藤 巌 

平成 18 畔上 敦志 稲葉 文夫   風間 俊克 

平成 19 稲葉 文夫 鈴木 進   風間 俊克 

平成 20 銭場 正人 鈴木 進   小川 晴夫 

平成 21 羽田 清美 鈴木 進   小川 晴夫 

平成 22 小川 晴夫 岸本 洋一   樋田 明男 

平成 23 小川 晴夫 岸本 洋一   𣘺𣘺𣘺𣘺本 整 

平成 24 根岸 玲 杉田 勝   渡邉 勤 

平成 25 岡 直樹 乙骨 敏夫   渡邉 勤 

平成 26 岡 直樹 乙骨 敏夫   渡邉 勤 

平成 27   乙骨 敏夫   田柳 宏 

平成 28   代島 常造   及川 孝之 

平成 29   代島 常造   及川 孝之 

平成 30   代島 常造   髙𣘺𣘺𣘺𣘺 和治 

平成 31   金子 隆   髙𣘺𣘺𣘺𣘺 和治 

令和 2   金子 隆   芋川 修 

令和 3   髙野 正晴   芋川 修 

令和 4   加藤 健次   上松 寿明 
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　　本統計表は、『埼玉県立浦和図書館50年誌』に掲載されている昭和45年度以前の数値についても出典を再調査し、

  改めて作成したものである。

① 年度別蔵書冊数

視聴覚資料は含まない。

集計時期が年度末以外の場合、次のマークを記載した。

★：年度当初　　※：昭和25年3月　　◎：昭和36年2月 

単館時代（大正11～昭和44）

年　度 年　度 年　度

大正11 昭和13 昭和29 ★

大正12 昭和14 昭和30 ★

大正13 昭和15 昭和31 ★

大正14 昭和16 昭和32 ★

大正15 昭和17 昭和33 ★

昭和2 昭和18 昭和34 ★

昭和3 昭和19 昭和35 ◎

昭和4 昭和20 昭和36

昭和5 昭和21 昭和37

昭和6 昭和22 昭和38

昭和7 昭和23 昭和39

昭和8 昭和24 ※ 昭和40

昭和9 昭和25 昭和41

昭和10 昭和26 ★ 昭和42

昭和11 昭和27 ★ 昭和43 ★

昭和12 昭和28 ★ 昭和44 ★

複数館時代（昭和45～令和3）

昭和45 ★

昭和46 ★

昭和47 ★

昭和48 ★

昭和49 ★

昭和50 ★

昭和51 ★ ★

昭和52 ★ ★

昭和53 ★ ★

昭和54 ★ ★

昭和55 ★ ★

昭和56 ★

昭和57 ★

昭和58 ★

統　計

335,902★

351,656★

366,214★

314,058★

蔵書冊数（冊） 蔵書冊数（冊） 蔵書冊数（冊）

256,331★

274,509★

293,764★ S55.6 開館

年　度
蔵書冊数（冊）

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

S50.10 開館
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昭和59 ★

昭和60 ★

昭和61 ★

昭和62 ★

昭和63 ★

昭和64 ★

平成2 ★

平成3

平成4

平成5

平成6

平成7

平成8

平成9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

平成15

平成16

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

平成31

令和2

令和3

備考 本表作成のため使用した資料は次のとおりである。

大正11～12…『埼玉図書館概要』、大正13・14…『埼玉県立埼玉図書館概要』

大正15～昭和9、昭和11～35…『埼玉県統計書』・『埼玉県統計年鑑』

昭和10…『閲覧成績表』

昭和36～令和3…『要覧』

平成14（川越図書館）…『軌跡－県立川越図書館28年のあゆみ』

430,362★

439,563★

川越図書館 久喜図書館 合計

380,463★

392,229★

400,690★

410,123★

421,700★

年　度
蔵書冊数（冊）

浦和図書館 熊谷図書館

H27.3 閉館

H15.3 閉館
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　　本統計表は、『埼玉県立浦和図書館50年誌』に掲載されている昭和45年度以前の数値についても出典を再調査し、

  改めて作成したものである。

① 年度別蔵書冊数

視聴覚資料は含まない。

集計時期が年度末以外の場合、次のマークを記載した。

★：年度当初　　※：昭和25年3月　　◎：昭和36年2月 

単館時代（大正11～昭和44）

年　度 年　度 年　度

大正11 昭和13 昭和29 ★

大正12 昭和14 昭和30 ★

大正13 昭和15 昭和31 ★

大正14 昭和16 昭和32 ★

大正15 昭和17 昭和33 ★

昭和2 昭和18 昭和34 ★

昭和3 昭和19 昭和35 ◎

昭和4 昭和20 昭和36

昭和5 昭和21 昭和37

昭和6 昭和22 昭和38

昭和7 昭和23 昭和39

昭和8 昭和24 ※ 昭和40

昭和9 昭和25 昭和41

昭和10 昭和26 ★ 昭和42

昭和11 昭和27 ★ 昭和43 ★

昭和12 昭和28 ★ 昭和44 ★

複数館時代（昭和45～令和3）

昭和45 ★

昭和46 ★

昭和47 ★

昭和48 ★

昭和49 ★

昭和50 ★

昭和51 ★ ★

昭和52 ★ ★

昭和53 ★ ★

昭和54 ★ ★

昭和55 ★ ★

昭和56 ★

昭和57 ★

昭和58 ★

統　計

335,902★

351,656★

366,214★

314,058★

蔵書冊数（冊） 蔵書冊数（冊） 蔵書冊数（冊）

256,331★

274,509★

293,764★ S55.6 開館

年　度
蔵書冊数（冊）

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

S50.10 開館
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② 年度別利用冊数

視聴覚資料、移動図書館、貸出文庫、点字図書、録音図書、児童図書研究書の貸出を除く。

また、市町村立図書館等との相互貸借における貸出を除く。

単館時代（大正11～昭和44）

年　度
利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

年度
(★は暦年)

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

年度
(★は暦年)

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

大正11 29,634 - 昭和13 96,134 15,678 昭和29★ 105,642 29,505

大正12 49,070 - 昭和14 101,118 10,036 昭和30★ 90,792 24,538

大正13 49,718 - 昭和15 88,665 9,959 昭和31★ 71,361 17,784

大正14 78,017 - 昭和16 118,836 11,772 昭和32★ 71,315 8,525

大正15 125,552 57,161 昭和17 - - 昭和33★ 42,937 19,056

昭和2 100,996 41,046 昭和18 - - 昭和34★ 42,005 13,517

昭和3 96,308 34,520 昭和19 - - 昭和35 124,797 45,570

昭和4 84,651 27,213 昭和20 - - 昭和36 154,752 48,721

昭和5 75,088 20,086 昭和21★ 13,783 - 昭和37 170,130 45,627

昭和6 86,665 23,862 昭和22★ 49,126 1,310 昭和38 222,977 85,715

昭和7 67,725 20,227 昭和23★ 59,845 10,478 昭和39 179,425 43,667

昭和8 60,334 22,388 昭和24★ 127,479 19,850 昭和40 176,393 40,898

昭和9 54,565 21,888 昭和25★ 139,564 26,551 昭和41 186,160 48,793

昭和10 111,302 16,577 昭和26★ 180,273 11,990 昭和42 215,916 63,825

昭和11 99,484 13,607 昭和27★ 134,252 28,319 昭和43 218,575 63,869

昭和12 82,962 15,436 昭和28★ 102,936 13,121 昭和44 252,239 80,868

複数館時代（昭和45～令和3）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

昭和45 244,240 75,813 - - 244,240 75,813

昭和46 240,869 72,367 132,854 64,751 373,723 137,118

昭和47 235,846 81,665 144,057 66,071 379,903 147,736

昭和48 243,505 92,803 138,917 72,185 382,422 164,988

昭和49 138,910 65,180 153,603 80,065 292,513 145,245

昭和50 136,068 59,782 156,093 79,197 100,125 54,950 392,286 193,929

昭和51 129,955 55,723 177,321 80,222 201,321 99,161 508,597 235,106

昭和52 126,710 53,695 176,227 87,670 225,072 107,478 528,009 248,843

昭和53 127,073 57,502 181,882 85,475 226,556 106,546 535,511 249,523

昭和54 114,337 52,136 170,913 82,422 227,798 113,575 513,048 248,133

昭和55 117,937 56,403 150,198 61,836 218,306 106,654 240,725 125,111 727,166 350,004

昭和56 118,902 59,569 135,653 59,385 224,536 109,115 291,144 135,388 770,235 363,457

昭和57 125,015 65,695 140,772 60,358 222,885 109,470 286,254 134,738 774,926 370,261

昭和58 121,189 64,328 147,040 64,197 219,035 108,966 292,406 141,759 779,670 379,250

昭和59 128,673 65,649 155,603 67,640 201,086 99,405 295,878 146,377 781,240 379,071

昭和60 122,922 60,081 153,975 67,088 147,856 68,758 285,194 136,403 709,947 332,330

昭和61 118,792 52,996 157,812 66,831 129,948 55,316 275,133 123,171 681,685 298,314

昭和62 110,095 44,789 149,919 65,293 116,859 49,621 257,089 116,205 633,962 275,908

昭和63 99,521 39,229 144,985 59,179 110,041 46,098 230,221 96,378 584,768 240,884

熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

年　度

浦和図書館

S50.10 開館

S55.6 開館
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113埼玉県立図書館創立百周年記念誌

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

利用冊数
（冊）

左のうち
児童書
（冊）

昭和64

平成2

平成3

平成4

平成5

平成6

平成7

平成8

平成9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

平成15

平成16

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

平成31

令和2

令和3

備考 本表作成のため使用した資料は次のとおりである。

大正11・12…『埼玉図書館概要』、大正13～15・昭和3…『埼玉県立埼玉図書館概要』

昭和2・4～13…『閲覧成績表』

昭和14～26・34～35…「閲覧統計」、昭和34～35…「利用統計」

昭和27～33…『埼玉県統計年鑑』

昭和36～令和3…『要覧』、昭和46～50（熊谷図書館）…『運営要項』

平成14（川越図書館）…『軌跡－県立川越図書館28年のあゆみ』

　※昭和46～53の熊谷図書館児童書は、母親こども読書室の冊数とした。　　

　※平成2以降、熊谷図書館に浦和分室分を含む。

年　度

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

H27.3 閉館

H15.3 閉館
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③ 年度別入館者数

平成4

平成5

平成6

平成7

平成8

平成9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

平成15

平成16

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

平成31

令和2

令和3

備考 本表作成のため使用した資料は次のとおりである。

平成4～令和3…『要覧』

平成14（川越図書館）…『軌跡－県立川越図書館28年のあゆみ』

　※平成27以降、熊谷図書館に浦和分室分を含む。

久喜図書館 合計
年　度

入館者数（人）

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館

H15.3 閉館

H27.3閉館
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④ 移動図書館 年度別貸出冊数

単館時代（昭和25～昭和44）

年　度 年　度 年　度

昭和25 昭和32 昭和39

昭和26 昭和33 昭和40

昭和27 昭和34 昭和41

昭和28 昭和35 昭和42

昭和29 昭和36 昭和43

昭和30 昭和37 昭和44

昭和31 昭和38

複数館時代（昭和45～平成17）

昭和45

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50

昭和51

昭和52

昭和53

昭和54

昭和55

昭和56

昭和57

昭和58

昭和59

昭和60

昭和61

昭和62

昭和63

昭和64

平成2

平成3

平成4

平成5

平成6

平成7

平成8

平成9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

平成15

平成16

平成17

備考 本表作成のため使用した資料は次のとおりである。

昭和25～35…『埼玉の移動図書館　発足20周年記念』

昭和36～平成17…『要覧』　昭和46～50（熊谷図書館）…『運営要項』　

H9 熊谷へ移管

H6 熊谷へ移管

S63.3 終了

S55.6 開館

S50.10 開館

貸出冊数（冊）

S45.4 開館

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

貸出冊数（冊）

貸出冊数（冊） 貸出冊数（冊）

年　度
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⑤ 年度別図書館予算

教育委員会の課に計上された予算は含まない。

単館時代（大正11～昭和44）

年　度
図書館費

総額
（円）

左のうち
資料購入

費
（円）

年　度
図書館費

総額
（（円円））

左のうち
資料購入

費
（（円円））

年　度
図書館費

総額
（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

大正11 昭和12 昭和27

大正12 昭和13 昭和28 －

大正13 昭和14 昭和29 －

大正14 昭和15 昭和30

大正15 昭和16 昭和31

昭和2 昭和17 昭和32 －

昭和3 昭和18 昭和33 －

昭和4 昭和19 昭和34

昭和5 昭和20 － 昭和35 －

昭和6 昭和21 － 昭和36

昭和7 昭和22 － 昭和37

昭和8 昭和23 － 昭和38

昭和9 昭和24 － 昭和39

昭和10 昭和25 － 昭和40

昭和11 昭和26 － 昭和41

昭和42

昭和43

昭和44

複数館時代（昭和45～令和3）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

昭和45 － －

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50 － －

昭和51

昭和52

昭和53

昭和54

昭和55 － －

昭和56 － －

昭和57 － －

昭和58 － －

昭和59 － －

年　度

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

図書館費総額
（千円）

S55.6 開館

S50.10 開館
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図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

昭和60 － － －

昭和61 － － －

昭和62 － － －

昭和63 － － －

昭和64 － － －

平成2 － － －

平成3 － － －

平成4 － － － －

平成5 － － － －

平成6 － － － －

平成7 － － － －

平成8 － － － －

平成9 － － － －

平成10 － － － －

平成11 － － － －

平成12 － － － －

平成13 － － － －

平成14 － － － －

平成15 － － －

平成16 － － －

平成17 － － －

平成18 － － －

平成19 － － －

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

平成31

令和2

令和3

令和4

備考 本表作成のために使用した資料は次のとおりである。

図書館費総額　　大正11～12…『埼玉図書館概要』、大正13～昭和4…『埼玉県立埼玉図書館概要』

            　　昭和28～34…『埼玉県統計年鑑』、昭和5～7…『県内公私立図書館調』

　　　　　　　　昭和8～27…『埼玉県議会史』、昭和35～令和4…『要覧』

　　　　　　　　昭和46～50（熊谷図書館）…『運営要項』

　　　　　　　　平成14（川越図書館）…『軌跡－県立川越図書館28年のあゆみ』　　

資料購入費　　　大正11～12…『埼玉図書館概要』、大正13～昭和19…『埼玉県議会史』

　　　　　　　　昭和20～42…『日本の図書館』、昭和43～令和4…『要覧』
　　　　　　　　

合計

図書館費総額
（千円）

年　度

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館

H27.3 閉館

H15.3 閉館
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⑤ 年度別図書館予算

教育委員会の課に計上された予算は含まない。

単館時代（大正11～昭和44）

年　度
図書館費

総額
（円）

左のうち
資料購入

費
（円）

年　度
図書館費

総額
（（円円））

左のうち
資料購入

費
（（円円））

年　度
図書館費

総額
（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

大正11 昭和12 昭和27

大正12 昭和13 昭和28 －

大正13 昭和14 昭和29 －

大正14 昭和15 昭和30

大正15 昭和16 昭和31

昭和2 昭和17 昭和32 －

昭和3 昭和18 昭和33 －

昭和4 昭和19 昭和34

昭和5 昭和20 － 昭和35 －

昭和6 昭和21 － 昭和36

昭和7 昭和22 － 昭和37

昭和8 昭和23 － 昭和38

昭和9 昭和24 － 昭和39

昭和10 昭和25 － 昭和40

昭和11 昭和26 － 昭和41

昭和42

昭和43

昭和44

複数館時代（昭和45～令和3）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

図書館費
総額

（千円）

左のうち
資料購入

費
（千円）

昭和45 － －

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50 － －

昭和51

昭和52

昭和53

昭和54

昭和55 － －

昭和56 － －

昭和57 － －

昭和58 － －

昭和59 － －

年　度

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

図書館費総額
（千円）

S55.6 開館

S50.10 開館
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⑥ 年度別調査相談件数

単館時代（昭和35～昭和44）

年　度 年　度 年　度

昭和35 昭和39 昭和42
昭和36 昭和40 昭和43
昭和37 昭和41 昭和44
昭和38

複数館時代（昭和45～令和3）

昭和45
昭和46
昭和47
昭和48
昭和49
昭和50
昭和51
昭和52
昭和53
昭和54
昭和55
昭和56
昭和57
昭和58
昭和59
昭和60
昭和61
昭和62
昭和63
昭和64
平成2
平成3
平成4
平成5
平成6
平成7
平成8
平成9
平成10
平成11
平成12
平成13
平成14
平成15
平成16
平成17
平成18
平成19
平成20

年　度
調査相談件数（件）

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

S55.6 開館

S50.10 開館

H15.3 閉館

調査相談件数
(件）

調査相談件数
(件）

調査相談件数
(件）

S45.4 開館
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平成21
平成22
平成23
平成24
平成25
平成26
平成27
平成28
平成29
平成30
平成31
令和2
令和3

備考 本表作成のため使用した資料は次のとおりである。

昭和35～令和3…『要覧』、昭和46～50（熊谷図書館）…『運営要項』　

平成14（川越図書館）…『軌跡－県立川越図書館28年のあゆみ』

　※平成27以降、熊谷図書館に浦和分室分を含む。

年　度
調査相談件数（件）

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

H27.3 閉館

119

⑥ 年度別調査相談件数

単館時代（昭和35～昭和44）

年　度 年　度 年　度

昭和35 昭和39 昭和42
昭和36 昭和40 昭和43
昭和37 昭和41 昭和44
昭和38

複数館時代（昭和45～令和3）

昭和45
昭和46
昭和47
昭和48
昭和49
昭和50
昭和51
昭和52
昭和53
昭和54
昭和55
昭和56
昭和57
昭和58
昭和59
昭和60
昭和61
昭和62
昭和63
昭和64
平成2
平成3
平成4
平成5
平成6
平成7
平成8
平成9
平成10
平成11
平成12
平成13
平成14
平成15
平成16
平成17
平成18
平成19
平成20

年　度
調査相談件数（件）

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

S55.6 開館

S50.10 開館

H15.3 閉館

調査相談件数
(件）

調査相談件数
(件）

調査相談件数
(件）

S45.4 開館
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⑦ 年度別複写枚数

昭和48

昭和49

昭和50

昭和51

昭和52

昭和53

昭和54

昭和55

昭和56

昭和57

昭和58

昭和59

昭和60

昭和61

昭和62

昭和63

昭和64

平成2

平成3

平成4

平成5

平成6

平成7

平成8

平成9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

平成15

平成16

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

平成31

令和2

令和3

備考 本表作成のため使用した資料は次のとおりである。

昭和48～49（熊谷図書館）…『埼玉の公立図書館』　※昭和49年のみ単位：件

昭和48～令和3…『要覧』、昭和50（熊谷図書館）…『運営要項』　

平成14（川越図書館）…『軌跡－県立川越図書館28年のあゆみ』

平成2～3（久喜図書館）…『県立四館利用状況の推移（昭和62年度～平成4年度）』

※平成27以降、熊谷図書館に浦和分室分を含む。

H27.3 閉館

H15.3 閉館

S55.6 開館

S50.10 開館

年　度
複写枚数（枚）

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計
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⑧ 年度別図書館協力貸出冊数

本表は、他図書館との相互貸借における県立図書館の貸出冊数の統計である。

ただし、平成16年度までは県立図書館間の貸出を含む。

昭和49
昭和50
昭和51
昭和52
昭和53
昭和54

昭和55

昭和56

昭和57

昭和58

昭和59

昭和60

昭和61

昭和62

昭和63

昭和64

平成2

平成3

平成4

平成5

平成6

平成7

平成8

平成9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

平成15

平成16

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

平成31

令和2

令和3

備考 本表作成のため使用した資料は次のとおりである。

昭和49～令和3…『要覧』、昭和55（熊谷図書館）…『埼玉の公立図書館』

平成14（川越図書館）…『軌跡－県立川越図書館28年のあゆみ』

※平成13以降：浦和図書館・熊谷図書館…図書資料の貸出数と視聴覚資料の貸出数の合計

※平成14以降：久喜図書館…図書資料の貸出数と視聴覚資料の貸出数の合計

年　度
貸出冊数（冊）

浦和図書館 熊谷図書館 川越図書館 久喜図書館 合計

S50.10 開館

S55.6 開館

H15.3 閉館

H27.3 閉館
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主な刊行物

本表には「埼玉県立浦和図書館50年誌」刊行以降の資料（昭和47年～）を掲出し、発行者を「館名」欄に記載した。 

書 名 館名 出版年 備 考 

要
覧
・
紀
要
・
館
史
等 

要覧 浦和 1970-2004 書名「埼玉県立浦和図書館要覧」を含む 

運営要領 熊谷 1971-1976 

要覧 熊谷 1977-2004 

要覧 川越 1976-2004 

要覧 久喜 1986-2004 

要覧 浦和 2005-2014 浦和、熊谷、久喜の3館合同 

要覧 熊谷 2015- 熊谷、久喜の2館合同 

紀要 創刊号～第5号 浦和 1992-1996 

埼玉県立浦和図書館50年誌 浦和 1972 

軌跡 
 －県立川越図書館28年のあゆみ－ 川越 2003 

埼玉県立図書館合同蔵書目録 本文「第2章 蔵書管理」参照 

市
町
村
立
図
書
館
支
援 

図書館協力ハンドブック 浦和 1997 

図書館協力ハンドブック 熊谷 2001- 

図書館協力ハンドブック 川越 出版年：1994,1998,1999,2001 

図書館協力ハンドブック 久喜 2001-2002 

協力業務統計 熊谷 2004- 

埼玉県公共図書館等児童サービス
実態調査集計結果 

久喜 2012 

公民館図書室等実態調査集計結果
要覧 

熊谷 1995 

図書館多文化サービス実態調査 熊谷 2005 

埼玉県内公共図書館のための視覚
障害者等サービスハンドブック 

久喜 2011-2012 埼玉県図書館協会と共同刊行 

埼玉県公共図書館等購入雑誌目録 浦和 1994 

継続後誌「埼玉県内公共図書館等購入雑誌
一覧」（1995-1996）→「埼玉県内公共図書館
等購入新聞・雑誌一覧」（1997-2002、2004）
※2004の発行は久喜館

協力車だより 浦和 1983-2000 1号～97号 

協力車通信 川越 1990-1998 1号～93号 

協力車にゅうす 久喜 1991-1997 1号～32号 

協力車だより 全県版 熊谷 1998- 1号～ 

学
校
支
援 

図書館協力ハンドブック 
 高校図書館編 熊谷 

出版年：2003-2005,2008,2010,2013-2014, 

2016-2017,2021- 

調べるって楽しい! 
 －探究的な学習はじめの一歩－

久喜 2018
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書 名 館名 出版年 備 考 

児
童 

いっしょによんで！ 親子のふれあ
いえほんばこ 久喜 2017 

埼玉県立図書館司書がすすめると
っておきのえほん100冊 久喜 2020 

埼玉県立図書館司書のとっておき
のえほん ふれあいノート 久喜 2021 

子ども読書支援情報誌Shien 久喜 2006- 

障
害
者
サ
ー
ビ
ス 

埼玉県立図書館朗読マニュアル 川越 2002,2006 2006は久喜、埼玉県図書館協会発行 

朗読参考資料集 川越 出版年：1975,1977-1980,1982,1988 

バリアフリー読書のための 
サポートガイド 久喜 2019 第2版（2021） 

埼
玉
資
料 

埼玉資料年報 浦和 1963-1994 昭和36年版 - 平成4年版 

埼玉資料刊行情報 浦和 1994-1998 1993年度版 - 1998年版 

埼玉県郷土資料総合目録 浦和 1962,1971 

埼
玉
県
立
図
書
館
復
刻
叢
書
・
埼
玉
県
教
育
史 

三峯紀行艸 浦和 1979 復刻叢書１ 松岡本固／著 

徳育資料 第１編-第4編 浦和 1979-1982 復刻叢書2-5 埼玉県教育会／編 

埼玉県地理抄 浦和 1982 復刻叢書6 福田一麿／著 

埼玉県北足立郡事一班 浦和 1983 復刻叢書7 埼玉県北足立郡農会／編 

秩父日記 浦和 1984 復刻叢書8 渡辺渉園／著 

埼玉県政と政党史 浦和 1986 復刻叢書9 青木平八／著 

明治四十三年埼玉県水害誌 浦和 1987 復刻叢書10 埼玉県／編 

埼玉県下に於ける農業立地の研究 浦和 1988 復刻叢書11 埼玉県／編 

自治資料埼玉県史蹟名勝天然紀念
物調査報告 第１輯-第５輯 浦和 1989-1990 復刻叢書12-16 埼玉県／編 

秩父織物工業組合史 浦和 1991 復刻叢書17 秩父織物工業組合／〔編〕 

秩父織物変遷史 浦和 1992 
復刻叢書 18 埼玉県秩父繊維工業試験場
秩父織物変遷史編集委員会／編 

埼玉県写真帖 浦和 1993-1995 復刻叢書19-21 

埼玉県教育史 浦和 1968-1977 

広
報
・
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
等 

埼玉県立図書館だより 浦和 1979- No.107（2015.10）から熊谷館 

歴史と哲学の 
県立熊谷図書館だより 熊谷 2007- No.49（2015.10）から「社会科学と歴史・

哲学の県立熊谷図書館だより」 

科学と芸術の 
県立久喜図書館だより 久喜 2002- 

調（しらべ） 浦和 2005-2014 

Lib.Letter（ライブ・レター） 熊谷 2005-2018 

調べものに役立つ資料案内 熊谷 2004- 

調べ方案内Milestone 久喜 2001- 

埼玉県立図書館をビジネスの力に！ 
 －仕事に役立つリサーチガイド－ 浦和 2013 改訂版の書名「仕事に役立つリサーチガ

イド＠埼玉」（熊谷 2018,2021） 

健康・医療情報リサーチガイド 
＠埼玉 久喜 2015 改訂版（2018） 改訂2版（2021） 
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特
　
色

○菓子史研究家、風俗資料収集家の池田文痴庵氏（本名：信一）の主要コレクション。
図書約4,000点、他の小片資料多数（昭和48年旧浦和図書館に寄贈）。
○池田文痴庵氏は明治34年東京麻布に生まれ、生来の人並み外れた好奇心と収集癖によ
り小学校入学以来、絵葉書、切手、スタンプ、往来物、新聞号外等、様々な資料を収集
し続け、大正12年、森永製菓に入社し社史の編さん等に従事する一方、昭和2年に池田
文化史料研究所を設立し、戦後は浦和に移住して庶民文化資料の収集に生涯心血を注
ぐ。
○この文庫の内容は、図書、雑誌などの印刷物だけでなく氏の研究ノート、日記、手
紙、新聞記事の切り抜きスクラップ、切手や包装紙スクラップ等と、多種多様な資料コ
レクションとなっている。
○森永製菓社史編さんにあたって収集した森永のパンフレット、ポスター、包装紙、広
告や森永自社出版物、写真等の森永製菓関係資料や、菓子研究のための研究ノート、稿
本、自著の『キャラメル芸術』（昭和）をはじめ『菓業人国記』（大正6）、『素人菓
子製造法』（明治40）、『東京菓子新聞』その他多くの菓子関係の図書、雑誌、新聞等
は、明治から昭和初期の菓子史の研究においてかけがえのない貴重な資料である。

目
録
等

『池田文痴庵文庫展目録』（埼玉県立浦和図書館　1973）

特
色

○現北足立郡伊奈町で郡会議員、（旧小針村）村長等を務めた加藤孝太郎氏（1873～
1944）の文庫を寄託された約3,000点（昭和45年から旧浦和図書館に寄託）。
○加藤氏が自ら暁霞山人、遊霞裡等と号したところから暁霞文庫と称される。往来物、
教科書がかなりの量を占め、国史資料、近世小説、読物実録も多く、写本、版本、絵は
がき等の一枚ものの資料も丹念に収集されている。

目
録
等

『暁霞文庫目録』（埼玉県立浦和図書館　1971）
『明治時代の教科書を見る　暁霞文庫の紹介』（埼玉県立浦和図書館 〔19--〕）

特
色

○児玉郡賀美村（現上里町）生まれで大正７年に川柳を始めた埼玉川柳界の草分け的存
在である清水美江氏の収集資料1,351タイトル（昭和55年旧浦和図書館に寄贈）。
○川柳関係537タイトルと発行地が北海道、大連、天津にまでおよぶ509タイトルの川柳
関係雑誌のほか、一般図書、一般逐次刊行物も含むコレクション。

目
録
等

『清水美江コレクション埼玉県立浦和図書館蔵』（埼玉県立浦和図書館　1980）
『川柳同人誌展展示目録　清水美江コレクションを中心として』
（埼玉県立浦和図書館　1979）

コレクション

池田文痴庵（いけだ ぶんちあん）文庫　【貴重資料】

暁霞（ぎょうか）文庫　【貴重資料】

清水美江（しみず びこう）コレクション　【貴重資料】
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特
色

○県立熊谷図書館の副館長を務め、県史編さんにも関与した長谷川宏氏の旧蔵書2,897
冊（昭和48年熊谷図書館に寄贈）。
○和書、漢籍、洋書、各種雑誌等を、昭年48年以降数次にわたって寄贈された。特筆さ
れる資料には、北埼玉郡の教育者清水雪后翁旧蔵の和書・漢籍83部345冊がある。その
他、黒沢翁満、青木輔清、井上淑蔭、川島楳坪等、近世・近代の郷土文化人の著作や、
中国文芸研究書、蝶に関する論文の抜き刷り類も特色である。

目
録
等

『藜文庫目録　埼玉県立熊谷図書館所蔵』（埼玉県立熊谷図書館　1981）

特
色

○埼玉県郷土史会会長であった稲村坦元氏の旧蔵の和書1,223冊（昭和45年に熊谷図書
館で一括購入）。同氏が長く地方史誌研究に携わったことから、これらの資料が多くを
占めている。そのなかでも、東京都、埼玉県を中心とした史誌・文化財・社寺関係資料
に特色があり、麻布区史など、現在の東京都23区制以前の区史も含まれている。東京都
の歴史地誌、史蹟名勝天然記念物・文化財調査報告書、社寺関係資料等。

特
色

○今村尚徳氏から寄贈された図書1538冊、雑誌92タイトル、新聞（平成4年旧浦和図書
館に寄贈）。平田篤胤関係の和装本のほか、日本思想を中心に全分野にわたる一般図
書、雑誌、新聞がある。

目
録
等

『今村尚徳氏寄贈資料目録』（埼玉県立浦和図書館　1993）

特
色

○関東短期大学教授で、教育研究家・郷土史家でもあった大沢俊吉氏の旧蔵和書3,043
冊（昭和49年熊谷図書館に寄贈）。
○昭和49年に寄贈され、同氏の研究上の収集資料が中心である。戦前からの人文・社会
科学関係の資料が多く、各種文庫本が多量にあるところが特色。昭和初年～20年代の岩
波文庫多数。

目
録
等

『埼玉県立熊谷図書館所蔵　大澤俊吉氏寄贈図書目録』
（埼玉県立熊谷図書館　1979）

特
色

○旧制中学校の国語教師を務めた鹿沼辰次郎氏旧蔵の和書442冊（昭和45年に熊谷図書
館で購入）。国文学研究書中心に若干の和書・漢籍がある。

稲村（いなむら）文庫　【特殊文庫】

藜（あかざ）文庫　【特殊文庫】

今村（いまむら）文庫　【特殊文庫】

大沢（おおさわ）文庫　【特殊文庫】

鹿沼（かぬま）文庫　【特殊文庫】

特
　
色

○菓子史研究家、風俗資料収集家の池田文痴庵氏（本名：信一）の主要コレクション。
図書約4,000点、他の小片資料多数（昭和48年旧浦和図書館に寄贈）。
○池田文痴庵氏は明治34年東京麻布に生まれ、生来の人並み外れた好奇心と収集癖によ
り小学校入学以来、絵葉書、切手、スタンプ、往来物、新聞号外等、様々な資料を収集
し続け、大正12年、森永製菓に入社し社史の編さん等に従事する一方、昭和2年に池田
文化史料研究所を設立し、戦後は浦和に移住して庶民文化資料の収集に生涯心血を注
ぐ。
○この文庫の内容は、図書、雑誌などの印刷物だけでなく氏の研究ノート、日記、手
紙、新聞記事の切り抜きスクラップ、切手や包装紙スクラップ等と、多種多様な資料コ
レクションとなっている。
○森永製菓社史編さんにあたって収集した森永のパンフレット、ポスター、包装紙、広
告や森永自社出版物、写真等の森永製菓関係資料や、菓子研究のための研究ノート、稿
本、自著の『キャラメル芸術』（昭和）をはじめ『菓業人国記』（大正6）、『素人菓
子製造法』（明治40）、『東京菓子新聞』その他多くの菓子関係の図書、雑誌、新聞等
は、明治から昭和初期の菓子史の研究においてかけがえのない貴重な資料である。

目
録
等

『池田文痴庵文庫展目録』（埼玉県立浦和図書館　1973）

特
色

○現北足立郡伊奈町で郡会議員、（旧小針村）村長等を務めた加藤孝太郎氏（1873～
1944）の文庫を寄託された約3,000点（昭和45年から旧浦和図書館に寄託）。
○加藤氏が自ら暁霞山人、遊霞裡等と号したところから暁霞文庫と称される。往来物、
教科書がかなりの量を占め、国史資料、近世小説、読物実録も多く、写本、版本、絵は
がき等の一枚ものの資料も丹念に収集されている。

目
録
等

『暁霞文庫目録』（埼玉県立浦和図書館　1971）
『明治時代の教科書を見る　暁霞文庫の紹介』（埼玉県立浦和図書館 〔19--〕）

特
色

○児玉郡賀美村（現上里町）生まれで大正７年に川柳を始めた埼玉川柳界の草分け的存
在である清水美江氏の収集資料1,351タイトル（昭和55年旧浦和図書館に寄贈）。
○川柳関係537タイトルと発行地が北海道、大連、天津にまでおよぶ509タイトルの川柳
関係雑誌のほか、一般図書、一般逐次刊行物も含むコレクション。

目
録
等

『清水美江コレクション埼玉県立浦和図書館蔵』（埼玉県立浦和図書館　1980）
『川柳同人誌展展示目録　清水美江コレクションを中心として』
（埼玉県立浦和図書館　1979）

コレクション

池田文痴庵（いけだ ぶんちあん）文庫　【貴重資料】

暁霞（ぎょうか）文庫　【貴重資料】

清水美江（しみず びこう）コレクション　【貴重資料】
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特
色

○元蕨市立図書館長、戸田市史専門調査員として民俗関係の調査を担当した潮地悦三郎
氏（1925～1985）が戦後、蕨市を中心とする地域の社会・民俗研究のために収集した
旧蔵資料1,398冊（昭和61年旧浦和図書館に寄贈）。
○内容は民俗、家庭生活の習俗、性風俗、民間信仰、祭礼、年中行事、民話・伝説、民
族等の和書が中心となっている。

目
録
等

『潮地悦三郎文庫目録』（埼玉県立浦和図書館　1987）

特
色

○元埼玉県教育委員長田中重之氏（1898～1985）の旧蔵資料2,137冊（昭和60年旧浦和
図書館に寄贈）。
○行政官として専門である社会学系図書を中心に、思想、文化、芸術と幅広い分野にわ
たっている。内務省職員として昭和６年から９年までのベルリン滞在時代に収集された
社会思想分野のドイツ語文献は史料価値が高い。

目
録
等

『田中重之文庫目録　埼玉県立浦和図書館所蔵』
（埼玉県立浦和図書館　1986）

特
色

○漢籍中心の個人寄贈資料1,325冊（平成14年久喜図書館に寄贈）。中国の歴史・思想
史・文化史・制度史など中国学・アジア史を研究するための基本的な漢籍資料。

特
色

○朝霞にあった陸軍予科士官学校の旧蔵書1,824冊。第二次世界大戦直後の1945年10月
29日・30日にアメリカ軍の接収を避けるため、近くにあった埼玉県立図書館に運び込ま
れた。そのうちの相当数が1949年に埼玉大学へ移されている。
○蔵書印から推察すると、最初に陸軍士官学校、陸軍中央幼年学校および陸軍予科士官
学校に分配され、後に陸軍予科士官学校に引き継がれた書籍と思われる。和書のほかド
イツ語文献あり。

陸士（りくし）資料　【特殊文庫】

各コレクションについて、貴重資料、特殊文庫に分け※、それぞれ名称の五十音順に記載し
た。（「山本文庫」を除き、熊谷図書館所蔵）

※ 貴重資料：一般には入手しにくい貴重な資料を含むコレクション
　 特殊文庫：貴重資料以外のコレクション

潮地悦三郎（しおち　えつさぶろう）文庫　【特殊文庫】

田中重之（たなか　しげゆき）文庫　【特殊文庫】

山本（やまもと）文庫　【特殊文庫】
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◎建物規模　　　鉄筋コンクリート造　地上３階・地下１階　延4,543㎡　付属建物215㎡

階

中４階

３　階

中３階

２　階

中２階

１　階

地　下

埼玉資料室

総務・企画
事務室

視 聴 覚
コーナー

　　 鑑賞室
データ
整備室

       こども室

浦和図書館の施設概要

館　内　配　置　図

３Ｆ
<社会科学・産業資料室　埼玉資料室>

　館長室　総務・企画・システム管理事務室　参考調査事務室　会議室
　書庫　新聞・視聴覚資料室（16席）蔵書検索端末（１台）視聴ブース（４台）
  拡大読書器（1台）　マイクロリーダー（2台）　新聞検索端末（1台）

　資料管理事務室　対面朗読室　協力作業室　鑑賞室（50席）　書庫
　こども室（28席） 蔵書検索端末（1台）　データ整備室

　社会科学・産業資料室[貸出・閲覧・調査相談・利用者用インターネット(5台)]
　（91席　うちパソコン優先席8席）　蔵書検索端末（7台）
　ビジネス支援サービス用端末（5台）複写コーナー
　埼玉資料室（12席）　埼玉関係デジタル資料閲覧端末（1台）書庫

　行政支援資料コーナー　書庫

　 政治・法律・社会
　 教育・民俗

施　　　設

　書庫

　書庫　変電室　ボイラー室　冷凍機室　機械室

資料管理
事 務 室

　書庫　印刷室　児童集会室　会議室

参考図書
辞(事)典

参　 考 　調　  査
事　　　務　　　室

書　庫
２Ｆ
<新聞・視聴覚資料室>

新聞・視聴覚資料室

書　庫
１Ｆ
<鑑賞室・こども室・対面朗読室>

社会科学・産業資料室

カウンター

男子WC

複

写

コ
ー
ナ
ー

女子WC

雑誌コーナー

インター

ネット端末
蔵書検索

カウンター

CD-ROM検索用

産業・経済
書

庫

バルコニー

非常階段

（平成２６年４月１日現在）

書
庫

館
長
室

男子WC

会議室

女子WC 男子WC

書

庫

バルコニー入口 入口

貸出手続

確認装置

カウンター

蔵書検索

書

庫

入口

入口入口

男子WC

多目的WC

WC

非常階段
身障者等駐車場

（１台）

カウンター
蔵書検索

書庫

ビジネス

支 援

コーナー

協
力
作
業
室 対 面

朗読室

蔵書検索

行政支援

資 料

コーナー
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特
色

○元蕨市立図書館長、戸田市史専門調査員として民俗関係の調査を担当した潮地悦三郎
氏（1925～1985）が戦後、蕨市を中心とする地域の社会・民俗研究のために収集した
旧蔵資料1,398冊（昭和61年旧浦和図書館に寄贈）。
○内容は民俗、家庭生活の習俗、性風俗、民間信仰、祭礼、年中行事、民話・伝説、民
族等の和書が中心となっている。

目
録
等

『潮地悦三郎文庫目録』（埼玉県立浦和図書館　1987）

特
色

○元埼玉県教育委員長田中重之氏（1898～1985）の旧蔵資料2,137冊（昭和60年旧浦和
図書館に寄贈）。
○行政官として専門である社会学系図書を中心に、思想、文化、芸術と幅広い分野にわ
たっている。内務省職員として昭和６年から９年までのベルリン滞在時代に収集された
社会思想分野のドイツ語文献は史料価値が高い。

目
録
等

『田中重之文庫目録　埼玉県立浦和図書館所蔵』
（埼玉県立浦和図書館　1986）

特
色

○漢籍中心の個人寄贈資料1,325冊（平成14年久喜図書館に寄贈）。中国の歴史・思想
史・文化史・制度史など中国学・アジア史を研究するための基本的な漢籍資料。

特
色

○朝霞にあった陸軍予科士官学校の旧蔵書1,824冊。第二次世界大戦直後の1945年10月
29日・30日にアメリカ軍の接収を避けるため、近くにあった埼玉県立図書館に運び込ま
れた。そのうちの相当数が1949年に埼玉大学へ移されている。
○蔵書印から推察すると、最初に陸軍士官学校、陸軍中央幼年学校および陸軍予科士官
学校に分配され、後に陸軍予科士官学校に引き継がれた書籍と思われる。和書のほかド
イツ語文献あり。

陸士（りくし）資料　【特殊文庫】

各コレクションについて、貴重資料、特殊文庫に分け※、それぞれ名称の五十音順に記載し
た。（「山本文庫」を除き、熊谷図書館所蔵）

※ 貴重資料：一般には入手しにくい貴重な資料を含むコレクション
　 特殊文庫：貴重資料以外のコレクション

潮地悦三郎（しおち　えつさぶろう）文庫　【特殊文庫】

田中重之（たなか　しげゆき）文庫　【特殊文庫】

山本（やまもと）文庫　【特殊文庫】
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◎建物規模　　　鉄筋コンクリート造　地上３階　延3,580㎡(鉄骨造別棟含む)

階

３　階

２　階

１　階

図書館協力棟

資料管理棟

熊谷図書館の施設概要

館　内　配　置　図

　館長室　事務室　視聴ブース（6台）
　社会科学・産業資料　視聴覚資料　[貸出・閲覧・調査相談]　閲覧席（20席）
　利用者用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ端末(6台) ｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ利用端末(1台) 視覚障害者用音声ﾊﾟｿｺﾝ(1台)
　複写コーナー　蔵書検索端末（3台）　拡大読書器（1台）　書庫　収蔵庫

  事務室　対面朗読室　鑑賞室（50席）　飲食スペース
　ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援室  ｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ利用端末(3台)
  　　　　　　　閲覧席（6席） 蔵書検索端末（1台）
　子ども読書室　閲覧席（10席）　蔵書検索端末（2台）　機械室　書庫　収蔵庫

　人文科学分野資料　埼玉資料室　海外資料コーナー　[貸出・閲覧・調査相談]
　ｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ・CD/DVD-ROM利用端末(2台)　埼玉関係記事検索用端末(1台)
　閲覧席（38席）　新聞・雑誌コーナー
　複写コーナー　蔵書検索端末（3台）　ﾏｲｸﾛﾘｰﾀﾞｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ（1台）　書庫

施　　　設

　図書館協力事務室

　資料管理事務室

（令和4年4月1日現在）

３階

２階



129埼玉県立図書館創立百周年記念誌

配置図（県立文書館 １階）
浦和分室の概要

◎建物

県立文書館１階

分室スペース４３㎡

◎設備

閲覧席（４席）

蔵書検索用端末（１台）

データベース用端末（１台）

複写機（１台）

１階
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◎建物規模　　　鉄筋コンクリート造　地上３階（一部中４階）　延3,835.54㎡

川越図書館の施設概要

館　内　配　置　図 （平成13年4月1日現在）
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１　階

◎建物規模　　　鉄筋コンクリート造　地上３階　延4,059㎡

久喜図書館の施設概要

館　内　配　置　図

施　　　設

館長室　総務、自然科学・技術資料、芸術・文学資料、情報・地域協力、
新聞・雑誌事務室　おはなし室　資料整理室　会議室　厚生室
県職員ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ　書庫　収蔵庫

公開図書室［貸出・閲覧・調査相談］　閲覧席(68席)　新聞コーナー
利用者用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ端末(4台)　ｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ・CD/DVD-ROM利用端末(4台)
蔵書検索端末(5台)　視聴ブース(2台)　拡大読書器(2台)　ﾏｲｸﾛﾘｰﾀﾞｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ(1
台)　複写コーナー　研修室(24席)　飲食コーナー　書庫　収蔵庫

バリアフリー読書推進・子ども読書推進事務室［点字・音声情報スペース］
視覚障害者用音声ﾊﾟｿｺﾝ(1台)　活字自動読み上げ機(1台)
対面朗読室(2室)
子ども図書室・子ども読書支援センター　閲覧席(10席)　蔵書検索端末(2台)
視聴覚ホール(140席)　機械室　書庫　収蔵庫

階

３　階

２　階

（令和4年4月1日現在）

２階

３階

１階
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明治 6 児玉郡長幡小学校備付文庫設置（小学校備付文庫の始め）

明治 7 学校改正局備付図書「閲覧規則」（全6条）公布

明治 8. 9 書籍館県立学校地内に設置決まる

明治 9.12.11 浦和書籍館開設「借覧心得規則」公布

明治13 文部省より文部省出版図書の寄贈方申請認可される

明治14.12 「県学校幼稚園書籍館設置廃止規則」制定

明治14 大徳周乗他会員組織による大我井文庫が入間郡森戸村に設立

明治15 書籍館経費が師範学校費の一部より支出されるようになる

明治17 浦和書籍館の年間入館者が44名に下がる

明治19 浦和書籍館廃館

明治20 大里郡花園村黒田支部青年会備付文庫設立（青年会文庫の始め）

明治42. 9. 7 「県通俗巡回文庫規程」制定　同時に「県告諭」（第1号）発す

大正 3. 1 通俗巡回文庫廃止、以後郡教育会がこれを継承

大正 9 この頃県下図書館数38館となる

大正10 県教育会に図書館設立補助費（15,000円）交付を県会で議決

大正11. 5. 1 県教育会は図書館長に県社会課社会教育主事平野孝氏を委嘱

大正11. 5　 県庁内の一部で図書購入などの開館事務を開始

大正11. 6 県教育会が基本図書選定委員14名を委嘱

大正11. 9.26 北足立郡役所内の工区員出張所跡地に図書館設置の件を開申

大正11.10. 1 県教育会立埼玉図書館開館　「埼玉図書館々則」を制定（本館の始まり）

大正11.10.11 携出閲覧を開始する。　野本英二氏本館へ図書を寄贈

大正11.10.25 県庁前に図書館用広告立札を立てる

大正11.10.27 郡役所東南隅に「図書館入口」の標識を立てる

大正11.10.28 図書選定委員早川社会課長、森山学務課長等来館し、図書選定す

大正11.11. 1 木原元三氏エブリマンズライブラリィ100冊本館へ寄贈

大正11.11.18 飯野喜四郎氏ブリタニカ27冊本館へ寄贈

大正11.11.19 川越にて帝国図書館長松本喜一氏講演「社会教育及図書館」

大正11.12.11 浦和駅前に新刊図書紹介箱、掲示立札を設置（10月24日出願）

大正12. 1.12 県教育会評議会で図書館に関する協議が行なわれる

大正12. 2. 4 女子師範学校で第1回「子供大会」を開催、700名参会

大正12. 3.26 図書選定委員会開催

大正12. 4. 1 県下小学校備付文庫111、青年団備付文庫100、処女会備付文庫17、公共図書書館73とな
る

大正12. 5. 6 子ども会を浦和町恭慶館で開催

大正12. 5.10 関根綱紀氏広文庫を本館へ寄贈

大正12. 5.13 文部省図書館講習所講習生及び修了生本館を見学

大正12. 6. 5 「大正12年度埼玉図書館概要」発刊（～昭和3年度まで年刊）

大正12. 7.13 第1回県下図書館長会議を県会議事堂で開催この時埼玉県図書館協会が創立され、事務所
を埼玉図書館に置く□（73館加入）

大正12. 7.14 県下図書館長が館内を視察

大正12. 7 県立図書館を旧女子師範学校跡に設置する旨臨時県会で議決（校舎模様替並書庫一棟増
築費33,774円）

大正12. 8.12 林間図書館を浦和小学校で開催150名参会

大正12. 9. 1 大地震で書架が倒れ、壁が落ちるなど被害を受け数日休館

大正12.10.31 罹災児童慰安会を浦和劇場で開催　1,300名参会

大正13. 3.10 埼玉県立埼玉図書館設置が文部大臣より認可される

大正13. 3.22 県立埼玉図書館設置と「館則」を県報に告示

大正13. 3 県内図書館94（公立83、私立11）

東宮御慶事記念事業として設立数激増（前年設置比数29館の増加）

年　　譜

132
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大正13. 4. 1 埼玉県立埼玉図書館開館本館「処務規程」（訓令第10号）並びに「閲覧規程」（告示第145
号）制定

県は館長に前教育会立図書館長平野孝の任命を文部省に上申

大正13. 4.25 本館「処務細則」を制定

大正13. 6.14 女子師範学校講堂にて県立後初の「子ども会」を開催　600名参会

大正13. 6.15 帝国図書館長松本喜一氏来館

大正13. 6.20 県下図書館長会議が県会議事堂で開催され、前帝国図書館長和田万吉氏が講演をする
（21日来館）

大正13. 8. 1 本館舎となる旧女子師範学校の校舎改装に付　調査研究

大正13. 8. 4　 県主催県下「図書館講習会」が男子師範学校で開催され、本館員も講師として出向（～8月6
日）

大正13. 8.14 前県知事兼県教育会長堀内秀太郎氏、大日本文化協会叢書95冊を本館へ寄贈

大正13. 8.16 県下12か所で林間図書館開催　閲覧者3,385名（～9月26日）

大正13.10. 3 本館々長平野孝は高等官七等待遇となり県立図書館長に補せられる（官報）（～14年7月22
日）

大正13.12 図書の委任貸付事務開始

大正14. １ 「委任貸付図書目録」刊行（追加8冊、昭和12年まで）、試験的に第1回貸付を実施

大正14. 2.22 第1回埼玉県図書館デー　本館では講演会「作家と生活」（久保田万太郎）を師範学校講堂
で開催　200名参会

大正14. 2 本館職員県下の図書委任貸付の状況視察

「家庭向及児童向新刊良書目録」を刊行

大正14. 2 利用者の愛読書投票の結果「国民小訓」「啓吉物語」等が選ばれる

大正14. 4. 1 図書の委任貸付事業が本格的に開始される

大正14. 4.18 本館舎の模様替工事完了し、移転準備のため臨時休館に入る

大正14. 5. 4 内務部長来館し、新装館内を縦覧す

大正14. 5. 5 新館にて閲覧を再開（館内閲覧人　500人以上）

大正14. 6.21 子ども会開催（7～800名参会）

大正14. 6.27 館長室にて婦人閲覧者の会合開催

大正14. 7.22 平野孝館長、本日付をもって津市立高等女学校長兼教諭に補され、後任として本県書記官
学務兼社会課長早川三郎館長事務取扱を命ぜられる（～同年9月17日）

大正14. 8. 4 県下17か所で林間図書館開催（～9月4日）

大正14. 8.10 図書館講習会を女子師範学校講堂で開催（～11日）96名参会

大正14. 9.13 東京日比谷図書館職員20名本館を視察

大正14. 9.17 館長事務取扱早川三郎、香川県書記官・警察部長に栄転

大正14. 9.21 本県社会課社会教育主事中川竹次郎、館長事務取扱を命ぜられる（～昭和1年12月31日）

大正14.10. 1 アンデルセン50周年お伽噺会開催

昭和 1. 2.12 県図書館大会を女子師範学校で開催

昭和 1. 2.20 県図書館デー（～21日）　子ども会、店員慰安会（夜間）開催

講演会「それは男か女か」（小島政二郎）□「文芸談」（菊池寛）開催　約400名参会（21日）

昭和 1. 2 鉄筋3階建書庫完成（建坪30坪）　新着図書目録刊行　県図書館協会大会開催

昭和 1. 3.29 大閲覧室にリノリュームを敷く

昭和 1. 4.13 本館職員大宮公園にて観桜会開催

昭和 1. 9 県下で林間図書館開催

昭和 1.12.31 県学務課社会教育主事川口彞雄、館長事務取扱を命ぜらる（～6年3月31日）

昭和 2. 2. 7 御大喪につき休館（～8日）

昭和 2. 2.19 県図書館デー（～20日）本館大閲覧室にて子ども会開催

講演「武蔵野に咲ける名花一輪」（長沼依山）、「私の生れた時代」（久留島）開催

20日には講演会「江戸雑話」（岡本綺堂）300名参会

昭和 2. 7 県下で林間図書館開催（～8月）

昭和 2.10. 2 子ども会開催し、盛況に終る

昭和 3. 1.13 県主催成人教育講座始まる

昭和 3. 2.25 県図書館デー（～26日）　子ども会開催　約900名参会

26日には講演会「和歌と回顧趣味（川口彞雄）、「庶民大衆の抬頭」（生方敏明）開催
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昭和 3. 2 児童図書目録及び委任貸付図書目録刊行

昭和 3. 3 本館に埼玉県史編纂室が置かれる

昭和 3. 5.20 図書館講演会「推古天皇二千三百年式年祭に因みて聖徳太子の偉業を憶う」（文博辻善之
助）を開催

昭和 3. 6.23 子ども会児童室にて開催　700名参会

昭和 3. 7.25 県下17か所で林間図書館開催　約2,600名閲覧（～8月31日）

昭和 3.10.14 埼玉児童芸術協会主催の子ども会本館児童室で開催

昭和 3 本館が開館以来採用して来た図書の自由出納方式を諸般の事情により中止する

昭和2年度「閲覧成績表」刊行（以後4年度～13年度まで年刊）

昭和 4. 2.23 県図書館デー（～24日）　大閲覧室で子ども会を開催　900名参会

24日には講演会「詩歌は何を私に教えしか」（野口米次郎）開催　200名参会

昭和 4. 5.10 県史編纂室主催県史料展開催

昭和 4. 9.18 県庁前の本館名表示板撤去

昭和 4.10. 5 お伽噺会開催

昭和 4.11. 9 演劇展覧会、講演会「江戸時代の芝居」（日比谷図書館　波多野）開催

昭和 5 .7.26 埼玉県図書館職員協議会並びに講演会を埼玉会館で催し、本館では図書館関係図書の展
覧会を開催　150名参観

昭和 5. 7.30 県下10か所で林間図書館開催（～9月8日）

昭和 5.11. 1 教育勅語御下賜40周年記念子ども会開催

昭和 6. 2.28 県図書館デー（～29日）　子ども会開催700名参会

29日には講演会「本邦に於ける新聞雑誌の発達（法博尾佐竹猛）開催

昭和 6. 3.31 県学務課社会教育主事中原英寿　館長事務取扱に任命される（～14年3月25日）

昭和 6. 4 昭和6年度「閲覧成績表」刊行　6年度の利用者136,815人

昭和 6. 6.18 新刊案内場を埼玉会館前に設置

昭和 6. 7.26 例年通り児童閲覧時間を8月末日まで午前中とする

昭和 6. 8. 5 県下8か所で林間図書館開催　閲覧者1,753名（～9月24日）

昭和 6. 8 「県内公私立図書館調」刊行

昭和 6. 9.26 子ども会開催

昭和 6.10.16 川口善光寺内の労働者講座へ図書を委任貸付す

昭和 6.11.4 図書週間にて、午前中で一般閲覧を中止し、午後書庫を解放し、自由縦覧す。

午後4時より講演会「図書館の文化的使命」（帝国図書館長松本喜一）開催、聴衆男60名、女
90名

昭和 6.12. 5 本館内の県史編纂室が主催する「浦和談話会」が館長室において開催される

昭和 7. 2.27 図書館子ども会開催　400名参会

昭和 7. 5.14 本館主催新満州建国宣伝ポスター展覧会開催（～15日）約800名の参観者

昭和 7. 7 県下で林間図書館開催

昭和 7. 8.20 図書館講習会（～21日）□講演会「埼玉に於ける近代の人物」（渡辺金造）、

「国定教科書に見えたる近代人物とその著述」（森鉄三）開催

その他製本術実地指導（間宮不二雄）を実施する

昭和 7.10.14 川越市立図書館で県下図書館長会議開催

昭和 7.11.1 図書館週間始まる

昭和 7.11.12 子ども会開催　600人参会

昭和 7.11.14 台風にて東門倒壊、壁落、雨もり等被害多し

埼玉図書館叢書第1編「埼玉名家著述目録」刊行

昭和 8. 3. 4 県並びに本館主催「男女青年団創作作品展」及び「ブラジル事情展」開催（～3月6日）

昭和 8. 5.12 正門玄関の大額埼玉師範へ渡す（鳳翔閣の額）

昭和 8. 7.19 関東防空演習予習のため午後8時より約20分間灯火管制

昭和 8. 8 林間図書館開催（～9月）

昭和 8.10. 3 本館中央図書館指定　文部大臣認可

昭和 8.10.27 本館主催の図書館講座開催（～28日）出席者83名

昭和 8.10.31 本館が埼玉県中央図書館に指定される

昭和 8.11.4 子ども会開催

昭和 9. 5.30 県会議長横川禎三氏来館
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昭和 9. 6. 1 本日より靴、草履の者はそのまま昇降させる

昭和 9. 6 昭和8年度「閲覧概況」並びに「埼玉名家著述目録」（埼玉図書館叢書）配布

昭和 9. 7 県下で林間図書館開催（～8月）

昭和 9. 8. 7 浦和税務所出張所3か月間の予定で本館会議室に移転

昭和 9.11. 4 図書週間の行事として子ども会開催　子ども500名、大人80名参会

昭和10. 2.24 子ども会児童室にて開催

昭和10. 2.25 「公共図書館国庫補助法」制定の請願書（本県分878名）提出する

昭和10. 7 県下で林間図書館開催（～8月）

昭和10.11. 2 図書館週間行事として講演会開催　演題「郷土史に関する典籍について」（稲村坦元）、「郷
土史雑観（石坂養平）　50名参会

昭和11. 1.15 日本図書館協会より依頼の「公立図書館国庫補助法制定」に関する

請願書署名調印依頼書を県下公共図書館に発送

昭和11. 2.23 子ども会開催、雪のため参加者わずか60名

昭和11. 5.18 横浜市立図書館荒波卯吉氏巡回文庫状況を視察のため来館

昭和11. 6 昭和10年度「閲覧概況」刊行（500部）

昭和11. 7 県下13か所で林間図書館開催（～8月）

昭和11. 8.22 郷土講習会開催（～24日）　聴講者150名

昭和11.11. 1 図書館週間（～7日）始まる

昭和12. 5. 「埼玉県図書館令施行細則」制定

昭和12. 7.19 児童室で「防空展覧会」開催　来観者1,000余人に達す

昭和12. 7 県下17か所で林間図書館開催（～8月）

特に長瀞キャンプ村林間図書館好評（8月1日～5日）

昭和12. 8.23 図書館講習会開催（～24日）　講演会「図書館と社会教育」（中原英寿）、「著述を中心とせる
近世埼玉の文化」（稲村坦元）　簡易製本術実習（山田正伍）41名参会

 24日には講演会「本活字本時代と長徳寺寒松」（田口慎二）開催□簡易製本術実習（山田
正伍）35名参会両日にわたり本県関係の著述軸物を陳列

昭和12. 9 この頃防空演習がひんぱんに実施される

昭和12.11. 9 大閲覧室にて国民精神総動員時局映画会開催　300名参会

昭和12.11.15 全国中央図書館長会議（東京）に館長の代理として田口司書参加

昭和13. 1.13 「埼玉図書館叢書第3編」を県内外図書館に送付

昭和13. 2. 1 「公共図書館国庫補助法制定」の請願書県内分（296名）日本図書館協会に提出

昭和13. 2.11 帝国憲法発布50周年記念日につき憲法に関する図書を閲覧室に陳列

昭和13. 3.12 国民精神総動員県下男女青年団創作・研究資料展開催

昭和13. 6.10 第32回全国図書館大会において本館田口司書　勤続功労者（20年8か月）として表彰される

昭和13. 7 県下で林間図書館を開催（～8月）

昭和13. 8.20 図書館講習会を川越市で開催（～21日）

昭和13. 9. 1 台風来襲により図書類多少水害にあう　夜間閲覧は停電のため休館

昭和13. 9.12 防空演習のため、夜間閲覧は館長室で行なう　以後夜間閲覧の時間短縮

この頃職員の夜間召集しばしば実施される

昭和13.10.25 日中戦争の戦果が紙上に報道され、曝書中ではあるが、新聞閲覧室のみ特別開館す

昭和13.11. 7 図書館週間（～14日）始まる

昭和13.11.12 国民精神作興図書週間の行事として、本館並びに学務課主催の時局映画会を大閲覧室で
開催

昭和14. 3.25 館長事務取扱中原英寿に代わり学務課長伊関庄三郎が就任（～同年5月27日）

昭和14. 5.27 館長事務取扱伊関庄三郎に代わり県学務課長中川薫治が就任（～15年4月12日）

昭和14. 7.25 県下22か所で林間図書館開催し、閲覧者7,268人（～9月7日）

昭和14.11.18 本館並びに浦和談話会主催郷土講演会開催「秩父の風土及び歴史」（井上幸治）、「釈法忍
の話」（渡辺金造）　文部省推選図書展示会開催（～22日）

昭和15. 1.15 中央図書館司書会結成により田口司書関東地方幹事となる

昭和15. 2. 9 文部省・埼玉県並びに本館主催の「聖徳景仰展覧会」を児童室にて開催

昭和15. 2.10 講演会「明治天皇の御聖徳」（前帝室編纂所編纂官渡辺幾治郎）を開催

昭和15. 4. 1 館舎修繕のため臨時休館
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昭和15. 4.12 館長事務取扱中川薫治は本日付で厚生省へ栄転、後任として県学務課長木戸喜佐登氏就
任（～17年9月）

昭和15. 8. 1 県下13か所で林間図書館開催（～9月8日）

昭和16. 2.21 本館主催、文部省後援図書館講習会開催（～22日）54名参会

大政翼賛会埼玉支部の事務所として本館の一部を貸与

昭和16. 2.23 大政翼賛会の五市連絡会議を館長室で開催

昭和16. 3.22 子ども会開催、小島熈、長沼依山、安部季雄の各氏の講話と浦和幼稚園児の唱歌遊戯等あ
り

昭和16. 5. 7 特高課警部補図書調査の件につき来館

昭和16. 8. 1 県下11か所で林間図書館開催（～9月15日）

本館叢書「埼玉名家著述目録」再版刊行

昭和17. 5.18 中央図書館長協議会、中央図書館長協会総会（東京）に豊泉司書参加

昭和17. 5.31 本館田口慎二司書文部省辞令により退職

昭和17. 7.30 県下10か所で林間図書館開催（～9月3日）

昭和17. 9 本館々長に古津千次郎が就任（～20年5月4日）

昭和17.12.19 本館他4団体共催「平田篤胤先生遺徳講演会」を師範学校講堂で開催

昭和18. 1.13 読書会設置協議会を館長室で開催　出席者は福森青年教育官、古津館長

羽生勤皇・粕壁・川越・忍・八和田各図書館長等

昭和18. 3. 1 指定読書会指導者打合会開催

昭和18. 4.16 紙芝居部設置

昭和18. 5. 5 雑誌閲覧調　富士、婦人倶楽部、主婦之友、改造等閲覧多し

昭和18. 5. 7 講読雑誌類審査会、科学思潮、歴史、史学雑誌、図書館研究等を廃し、新たに家の光、若
草、短歌研究等を購入決定

昭和18. 5.24 図書館新築に対する協議会開催

昭和18. 6.24 新刊図書購入制度変更告示

昭和18. 6.26 「米英撃滅敵愾心昂揚決戦併田口・古津両先生送迎子ども会」開催

昭和18. 7 県下で林間図書館開催（～8月）

昭和18. 8.29 大政翼賛会に官報置場を当分貸与

昭和18. 9.24 文部省主催指定読書会研究会に館長出席

昭和18.10. 1 指定読書会指導者協議会開催

昭和18.10.23 産業組合中央会埼玉支部と共催で北埼玉郡水深村産業組合道場で「読書会指導者養成講
習会」開催

昭和19. 5. 3 閲覧人近頃になく多く50人を越す

昭和19. 5.11 閲覧人非常に多く、館員不足に悩む

昭和19. 5.29 県並びに本館主催の「読書会指導者養成講習会」を比企郡菅谷村農士学校で開催

昭和19. 6.10 「出版物適正配布懇談会」を館長室で開催

昭和19. 6.29 浦和警察署巡査部長特高視察係岩波書店雑誌「教育」の読者調査依頼につき来館

昭和19. 8. 2 川口産報と共催で「読書会指導者養成講習会」を川口市厚生道場で開催（24日）□出席者
は市内の工場（工員100人以上）の読書会指導者適格者27名

昭和19. 8.31 「日本地理大系」15冊を軍秘密関係図書に付閲覧禁止とし、館長室へ別置

昭和19.11. 2 出版物適正配分懇談会開催

この頃空襲警報がひんぱんに出て、閲覧活動は不充分なるも委任貸付文庫の活動は活発に
行なわれる

昭和20. 2. 1 青年学校読書指導会議開催

昭和20. 3.24 書庫と閲覧室のみとなった本館は、内政部長の通牒「時局即応ﾆ依ﾙ図書館整理ﾉ件」により
館内閲覧停止のやむなきに至る

昭和20. 5. 4 本館々長古津千次郎辞職

昭和20. 5 巡回文庫用図書購入し、館外での活動を続行

昭和20.10.29 旧陸軍予科士官学校よりトラックで図書を搬入（～30日）

昭和20.11.14 常盤国民学校より旧陸軍予科士官学校図書174冊受領

昭和21. 3.31 韮塚一三郎本日付で本館々長事務取扱に就任（～32年7月1日）

昭和21. 4. 2 軍政部事務室を本館内に設置方要求し交渉に来る（後日断る）

昭和21. 4. 5 児童室を朝鮮人連盟事務室として貸与するため整理
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昭和21. 4. 6 館長以下館員一同本館再建につき協議

昭和21. 4 旧翼賛会事務所を始め、館内整備を急ぎ、旧士官学校図書、疎開から帰館せる図書、旧巡
回文庫図書、洋書等の整理を急ぐ

昭和21. 5. 1 本日より開館　利用者多し

昭和21. 5. 6 当分の間図書整理のため月曜日を休館とす

昭和21. 5.27 本館蔵書冊数調査

昭和21. 5 寄居青年学校に巡回文庫図書を貸出し、貸出文庫の活動再開

昭和21. 6.12 閲覧時間を午前8時より午後4時までと改正

昭和21. 6.15 新たに受付を設置

昭和21. 7. 2 読書指導会議開催

昭和21. 7.12 県図書館協会再発足打合せ会

昭和21. 8 このころ英文図書室開設

昭和21. 9.10 英文図書室を中心に浦和イングリッシュクラブ設立

昭和21.10. 1 読書指導会議開催

昭和21.10.14 英文図書室は雨漏り、電灯故障のため28日まで休館　その後も利用者寡少のため諸会合の
会場に利用

昭和21.10.23 読書会指導者講習会（～24日）開催

昭和21.11.14 読書指導研究会開催

昭和21.12.16 県図書館協会評議員会開催

昭和22. 1.20 新年子ども大会を埼玉会館で開催

昭和22. 2.15 英文図書室改造完成につき、知事、軍政部ライアン司令官等21名来館

昭和22. 2.25 児童室開設座談会開催

昭和22. 3. 4 朝鮮人連盟事務所移転

昭和22. 3.20 韮塚一三郎地方事務官に任ぜられ、県立図書館長に補せられる

昭和22. 4.16 アメリカ教育使節団寄贈の家庭及び子ども向け図書の展示会開催（～20日）

昭和22. 4.30 軍政部の要求により以後水・土曜日は午後8時まで開館

昭和22. 5.27 英文図書室は本日より火・木・土の週3日間午後8時まで開館

昭和22. 6. 4 県下独立図書館長会議

昭和22. 6 館長が県社会教育委員会で本館改修につき説明す

昭和22. 7.21 県図書館協会評議員会開催

昭和22. 8. 4 読書会研究協議会開催

昭和22. 8 英会話講習会開催（～6月）

昭和22.11. 4 県下で読書講演会開催（～6日間）

昭和22.12.10 読書討論会開催　100名参加

昭和23. 2.19 図書館学の権【機[ﾏﾏ]】威であるバーネット氏（総司令部）来館

昭和23. 4. 1 本館の分館を川越・熊谷に設置

昭和23. 5.25 講演会開催（講師　西田天香）

昭和23. 6.18 分館長会議開催

昭和23. 8.12 英文巡回文庫を川口図書館へ送付

昭和23.11. 8 読書会利用者懇談会開催

昭和23.12 フィルムライブラリー設置

昭和24. 3.17 公共図書館長会議開催、以後県立図書館改築問題に付協議

昭和24. 5.19 県立図書館改築に関する書類を社会教育課へ提出

昭和24. 5.20 本館館報（～9月　～26年まで）発行

昭和24. 5.23 図書館講習会開催、講演「図書の整理と活用」（武田虎之助）

昭和24. 5.30 全国図書館員組合埼玉支部結成

昭和24. 7.22 県図書館協会事務局を本館に置く

昭和24.10.15 閲覧者懇談会開催

昭和24.10.16 巡回文庫利用者座談会開催

昭和24.11. 1 読書文化座談会開催

昭和24.11. 3 読書文化総合展開催（～9日）

昭和24.11. 8 県図書館協会創立総会開催　講演会（金森徳次郎）

昭和25. 2. 7 図書館デー開催
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昭和25. 3.12 移動図書館研究座談会開催

昭和25. 3.29 移動図書館運営費として265万円を議会で可決

昭和25. 4. 1 本館の分館を秩父・行田に新設

本館改修工事とN.D.C分類切換のため1か月間の休館

昭和25. 4.20 分館設置に関する懇談会開催

昭和25. 5.30 移動図書館事務室を児童室跡へ設置

昭和25. 7.12 県学校図書館協議会創立総会開催

昭和25. 7.26 移動図書館の発足につき館長会議開催

昭和25. 7.30 移動図書館「むさしの」の命名式発会式　文部省、日本図書館協会、近県図書館長等来賓
30名　フィルムライブラリーの職員2名当館兼務となる

昭和25. 9.13 移動図書館3コース56市町村の巡回開始

昭和25. 9.29 移動図書館は街頭録音実施援助のため秩父郡小鹿野町に出張

昭和25. 9 移動図書館運営委員会各市町村に設置

昭和25.10.12 埼玉県図書館協会々長に新関良三氏就任

昭和25.11. 1 読書週間記念総合文化展開催（～3日）　2,770名入場

昭和25.11.16 県下公共図書館ワークショップ開催（与野）

昭和25.11.27 図書館運営講習会開催（熊谷）

昭和26. 1. 8 移動図書館運営委員会代表が移動図書館増設運動を開始

昭和26. 2.12 県社会教育課で図書館条例につき審査会開催

昭和26. 2.14 学校図書館振興協議会岩槻で開催（16日　秩父）

昭和26. 2.28 移動図書館増設対策委員会開催

昭和26. 2 本館に視聴覚室設置

昭和26. 3.31 埼玉県立図書館設置条例（条例第19号）制定、館名を埼玉県立図書館と改称

昭和26. 3 埼玉県図書館長協議会発足並びに第1回研究集会

昭和26. 4.20 「県立図書館規則」並びに「規程」審議会開催

昭和26. 4.21 本館対日本図書館協会親睦野球大会開催

昭和26. 6. 5 本日より安全接架式閲覧方法を採用

昭和26. 6.11 図書館職員指導者講習会（1か月於東大）に館長参加

昭和26. 6.12 「図書館設置廃止規則」（教委規則第6号）制定

昭和26. 7. 1 本館の分館を本庄、幸手、飯能、松山に新設

昭和26. 7. 7 ホールでレコード・コンサートを開始

昭和26. 8.13 緑蔭図書館を開催し、移動図書館が出張

昭和26.10.20 図書館懇談会のため慶応大学図書館学科教授ハント女史来館

昭和26.11. 1 図書館週間（～7日）、行事として座談会（1・2日）、レコードコンサート（3・5日）、子ども会（4
日）等開催

昭和26.11.10 講和記念読書週間埼玉図書館大会開催

昭和26.11.13 移動図書館「むさしの2号」車発足

昭和27. 2.12 視聴覚室の設営完了

昭和27. 3. 8 移動図書館運営協議会発足　総会（会長高橋庄次郎氏選出）

11日には第1回常任委員会開催

昭和27. 3 県図書館長協議会が県図書館連絡協議会と名称変更

昭和27. 4.15 埼玉県立図書館協議会条例制定（条例第36号）。

昭和27. 5. 8 子ども会開催（以後定期的に開催され、この年11回に及ぶ）

「埼玉県図書館規則」制定（教委規則第6号）、新たに郷土室・点字室の設置を定める（大正
13年の館則、閲覧規程廃止）

昭和27. 5.17 「埼玉県立図書館処務規則」制定（教委訓令第68号）　2課係制職員32名となる（大正13年の
処務規程、同細則廃止）

昭和27. 6.25 県図書館大会開催（熊谷）

昭和27. 8. 1 緑蔭図書館開館（3日・7～9日）

昭和27. 9. 3 郷土室新設作業を全館員で実施

昭和27.11.10 県図書館週間（～23日）　移動図書館が県内養護施設を巡回

レコードコンサート（13日）、座談会開催

昭和27.12.25 県立図書館分館長会議開催（予算の件）
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昭和28. 1. 1 本館分館を深谷・越ヶ谷に新設

昭和28. 1.27 「埼玉県立図書館協議会運営規則」制定（教委規則第1号）

昭和28. 1.30 移動図書館運営協議会郡支部規約制定

昭和28. 3. 1 本館図書館協議会委員10名任命　閲覧室一部改修工事開始

昭和28. 4. 1 本館分館として入間川分館を新設　県立図書館協議会条例改正（条例第25条）

昭和28. 4 韮塚館長日本図書館協会公共図書館部会長に就任（任期2年）

昭和28. 5.29 県図書館大会開催（大宮）

昭和28. 7.27 英書輪読会開始

昭和28. 8 緑蔭図書館を浦和、川口で開催

昭和28. 9.22 「武蔵国郡村誌」刊行委員会初会合

昭和28.10. 5 学校図書館法成立記念講演会を県下各地で開催（～9日）

昭和28.10.27 読書週間（～11月5日）　移動図書館読書大会（31日）、レコードコンサート（11月5日）、映画
会（6日）、子ども会（7日）等開催

昭和28.12. 4 慶大日本図書館学校長ギットラ氏来館

昭和28.12 「武蔵国郡村誌第1巻」刊行（以後30年まで全巻刊行）

この頃館舎の老朽はげしく雨漏り等に悩む

昭和29. 3 本館「要覧」刊行（以後35～47年まで年刊）

昭和29. 4.30 移動図書館常任委員会で町村合併後の移動図書館運営を検討

昭和29. 6.18 県図書館大会開催（春日部）

昭和29. 6.29 本館分館を加須に新設

昭和29. 6 県図書館連絡協議会の名称を埼玉県公共図書館連絡協議会とす

昭和29. 7 「点字図書目録」刊行

昭和29. 9. 8 関東地区公共図書館連絡協議会研究集会開催（～10日　長瀞）

昭和29.10.27 移動図書館ステーションマスター（駐車場主任）研究会を長瀞で開催（～28日）

昭和29.10.30 学校図書館振興講演会を所沢で開催（11月4日□久喜、6日熊谷）

昭和29.11. 1 読書週間（～7日）　記念行事として写楽版画会、映画会（2日）、子ども会（3日）、図書館用品
展示即売会（5～15日）等開催

昭和29.11.18 読書座談会を浦和市仲本小学校で開催

昭和29.11 参考室に専任司書を置き、「参考ニュース」を発刊

昭和29.12. 7 慶応大学図書館学校生徒が移動図書館の運営状況を見学

昭和30. 3. 5 移動図書館読者大会開催

昭和30. 3.11 図書館技術講習会開催

昭和30. 3.23 青年巡回文庫研究会開催

昭和30. 6.20 点字図書利用者点訳奉仕者座談会開催

昭和30. 7. 9 座談会「児童図書の不良出版物について」開催

昭和30. 7.11 移動図書館大会開催

昭和30. 7.12 県図書館大会開催（川越）

昭和30. 7.27 公共図書館整備研究協議会開催（～28日）

昭和30. 8. 1 青年巡回文庫設置

緑蔭図書館を川口で開催（～3日）、（4日　浦和）

昭和30. 8.25 青少年巡回文庫説明会開催

昭和30. 9.13 青少年巡回文庫図書選定委員会開催

昭和30.10.13 青少年巡回文庫の貸出開始

昭和30.10.27 読書週間（～11月7日）始まる

昭和30.11. 1 不良出版物から子どもを守る協議会開催

昭和30.11. 3 「作品展及びアメリカの教科書展」開催（～6日）

昭和30.11. 6 読書談話会開催

昭和30.11.24 移動図書館駐車場主任研究集会を上長瀞で開催（～25日）

昭和30.12.17 点字奉仕者座談会開催

昭和31. 2.20 分館長会議を越ヶ谷分館で開催

昭和31. 2.27 製本技術講習会を飯能で開催（28日大宮小、29日秩父図、3月2日春日部小）

昭和31. 3.22 本館改築準備費20万円を県議会で議決

昭和31. 3.23 青少年巡回文庫研究会開催
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昭和31. 6.27 県図書館大会開催（羽生）

昭和31. 6.30 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の施行により館員は県教育委員会事務局職
員となる

昭和31. 8. 5 緑蔭図書館を川口で開催（～8日）

昭和31. 8.23 県立図書館改築促進委員会発足、委員として県会議員5名、県当局4名、図書館関係団体代
表6名、県教育委員5名、県教育長、埼大学長就任

昭和31. 8.25 県立図書館についてNHK録音

昭和31. 9.10 第1回本館改築準備打合会開催　出席者　教育長、総務課長、社教課長、建築課長、館長、
奉仕課長、管理課長

昭和31. 9.14 本館改築につき県立図書館協議会開催

昭和31. 9.21 第2回本館改築準備打合会開催（教育局会議室）

昭和31.10. 3 第3回本館改築準備打合会開催

昭和31.11. 5 読書週間　記念事業として学校図書館研究座談会（熊谷）

講演会並びに読書座談会（蕨）　講演会（秩父）

昭和31.11.28 第4回本館改築準備打合会開催

昭和31.12.25 第2回改築促進委員会開催

昭和31.12.27 点訳奉仕会理事会開催

昭和32. 1.19 改築促進委員会県外視察（～20日　栃木県立図書館）

昭和32. 1.20 埼玉駅伝に移動図書館1・2号車が協力

昭和32. 2.13 第3回改築促進委員会開催

昭和32. 2.26 移動図書館駐車場新設町村運営打合会開催

昭和32. 3. 9 第4回改築促進委員会開催

昭和32. 3.25 本館改築調査費180万円計上される

昭和32. 4. 4 子ども会開催（この年計10回を数える）

昭和32. 5.23 移動図書館「むさしの3号」車発足、記念大会並びに総会開催（熊谷）

昭和32. 6.29 県図書館大会開催（熊谷）

昭和32. 6 深谷市立図書館が優良図書館として県教委より表彰される

昭和32. 7. 1 県教育次長峰岸政之助　館長事務取扱に任命（～11月1日）

昭和32. 7. 7 母親講座開講（～7月28日まで4回）

昭和32. 8. 8 緑蔭子ども図書館のため「むさしの2号車」出張（～10日）

昭和32. 8.22 県図書館大会決議事項を陳情

昭和32. 8.27 小学生、移動図書館に同乗し活動状況見学

昭和32.10.26 読書週間始まる　記念事業として講演会（26日　川越市図）、参考事務ニュース寄稿者と県内
編集者との座談会・母親と子どもの座談会、（27日）、学校図書館研究集会（深谷）、美術スラ
イドと映画（5～6日）、詩人祭（10日）、学校図書館研究集会（11日　小川）

昭和32.11. 1 峰岸教育次長が館長事務取扱の兼任を解かれ、元教育委員長上野茂館長に任命される（～
44年4月1日）

昭和32.11.12 図書館技術運営研究会開催（飯能）

昭和33. 1.29 改築打合会開催（大宮）

昭和33. 3. 6 移動図書館の歌募集

昭和33. 3.14 第5回改築促進委員会開催

昭和33. 3.24 改築事業費約9,006万円を2か年事業として県会で議決

昭和33. 6.26 優秀映画観賞会開催、以後定期的に開催

昭和33. 6.30 県図書館大会開催（川口）

昭和33. 7.29 緑蔭図書館開催（～8月2日）

昭和33. 8. 7 国会図書館において改築打合会開催（草野課長他6名出席）

昭和33. 8.11 図書館建築スライド映写会（社教分室）

昭和33. 8.23 改築のため県外図書館の視察（神奈川県立図）

昭和33. 9. 9 国会図書館において改築打合会開催

昭和33.10.26 読書週間記念行事　母と子の読書会（26日）、児童福祉施設慰問特別巡回（27～31日）、レ
コードコンサートと映画の夕（5日）

昭和33.11.18 図書館改築打合会　出席者　土木部長、建築課長、教育長、次長、総務課長、施設係長、館
長、奉仕課長等

昭和33.11 改築のため県外図書館視察（神奈川、栃木、福島の各県立図及び大阪府図）
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昭和33.12.11 講演会（ランガナターン）開催

昭和33.12.13 読書週間記念講演会「新しい母親」（西清子）と映画（高砂小）

昭和34. 2.12 第2回資料選定委員会開催

昭和34. 2.25 改築に伴う移転作業を開始　文化会館、浦和高校、浦和警察署跡へ備品、書籍等を搬出
（～3月17日）

昭和34. 3. 3 館舎移転のため休館となる

昭和34. 3.16 本館々舎を浦和市へ払下げ決定

昭和34. 3.19 本館改築報告会（埼玉会館）

昭和34. 3.24 浦和警察署跡を仮館舎とし、業務を再開

昭和34. 4. 1 本館主体工事入札（3,303万円）

昭和34. 4. 9 駐車場実態調査

昭和34. 5.21 地鎮祭をなし、改築工事着工

昭和34. 6. 8 県下公共図書館総会並びに研究集会を長瀞で開催（～9日）

昭和34. 6.19 「県立図書館協議会条例」改正（条例第29号）

昭和34. 6.20 県図書館大会開催（川越）

昭和34. 8.22 第2回埼玉県学校図書館大会開催（熊谷）

昭和34.10 公共図書館・学校図書館振興に関する請願及び移動図書館充実に関する請願が県議会で
採択される

昭和34.12.14 県公共図書館長会議並びに公共図書館関係教育功労者表彰者祝賀会開催（むさしの荘）

昭和34.12.21 中世文書調査打合せ会

昭和35. 1.19 中世文書所在調査実施（19～23、27日）

昭和35. 2. 4 図書館規則改正案について検討

昭和35. 2. 9 新館の備品購入が進められる

昭和35. 2.19 図書費50万円復活要求が認められる

昭和35. 2.22 灯読書会始まる

昭和35. 3. 5 郷土資料室運営について意見交換会開催

昭和35. 3.28 図書、書架等を新館へ搬入開始

昭和35. 3.31 新館落成、「埼玉県立図書館管理規則」改正（教委規則第5号）副館長がおかれ3課、8係
制、職員数44名となる　「埼玉県立図書館の歩み」発行

昭和35. 5. 7 落成式挙行、記念行事を埼玉会館で挙行

昭和35. 5.20 新館にて閲覧業務を開始する

昭和35. 6.13 県図書館大会開催（浦和）

昭和35. 6.14 本館新築に関する「埼玉ニュース」の試写会開催

昭和35. 6.23 県立図書館改築に関する県図書館大会感謝決議文を知事・県議会議長、県教育長に提出

昭和35. 6.24 読書感想画展示会開催（～28日）

昭和35. 7. 3 閲覧室座席指定制実施

昭和35. 7.12 社会教育課視聴覚ライブラリー資材を本館へ移管する作業を実施

昭和35. 7.15 県教委、浦和市当局及び図書館側による図書館運営に関する打合会開催

昭和35. 7.20 図書館利用者座談会開催

昭和35. 9. 3 移動図書館運営委員会再編成説明会開催

昭和35.11. 7 埼玉資料室運営委員会開催

昭和35.11.26 読書週間、読書感想画展開催（～30日）

昭和35.11.29 県下公共・学校図書館振興のための請願（陳情）、12月14日議会で採択される

昭和36. 1.31 「図書館法施行並びに移動図書館発足10周年記念式典」挙行

図書館資料展開催（～2月2日）

昭和36. 2 県郷土資料総合目録編さん委員会発足

昭和36. 3.31 「移動図書館利用の手引」刊行

昭和36. 6.17 県図書館大会開催（加須）

昭和36. 6.27 県内資料展開催（～29日）

昭和36. 7.17 第1回母親教養講座　講演「生活への愛情」（吉沢久子）

昭和36. 7.28 県立図書館分館会議開催（分館数12館）

昭和36. 7.31 移動図書館「むさしの3号」車更新（旧3号車を4号車とする）

昭和36.10.28 第1回埼玉県母と子の読書大会開催（熊谷）
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昭和36.11. 6 第2回母親教養講座　講演「読書とユーモア」（宮崎博史）

昭和36.12. 2 分館増設並びに郷土資料総合目録の刊行について陳情、県議会で12月18日採択される

昭和36.12. 4 移動図書館用図書費並びに移動図書館4号車運行に必要な人員及び経費の計上について
陳情、県議会で12月18日採択

昭和36 この年「埼玉県立図書館建築の概要」、「埼玉県公共図書館の現状」を刊行

昭和37. 2.22 埼玉県読書グループ研究発表大会開催（吹上）

昭和37. 6.15 県図書館大会開催（大宮）

昭和37. 7. 2 第3回母親教養講座　講演「埼玉の歴史をたずねて」（横内浦男）

昭和37. 7. 7 読書グループ指導者講習会開催（久喜）　「さくら草文庫」創刊（～10号～47年）

昭和37. 7. 8 入間郡平山村　平山家文書調査実施

昭和37. 8.17 「県立図書館管理規則」改正（教委規則第16条）

昭和37. 9.24 第4回母親教養講座　講演「娘と嫁と姑」（福島慶子）

昭和37.10. 8 読書指導研究会開催

昭和37.10.23 第2回県母と子の読書大会開催（春日部）、分館増設5か年計画第1年次、鴻巣・小川・児玉
分館新設（10月24日）

昭和37.11.14 第5回母親教養講座　講演「おかあさんのための日本歴史」（大護八郎）

昭和37.12.18 「県立図書館管理規則」改正（教委規則第18号）

昭和37.12 埼玉県郷土資料総合目録・本館増加図書目録刊行（～45年）

昭和38. 1.21 東西アジア来日使節団3名（パキスタン、インドネシア、カンボジヤ）来館し、栗橋町移動図書
館利用状況視察

昭和38. 2.12 分館用図書の点検を開始（～22日、全15館）

昭和38. 4. 1 貸出文庫設置（予算187万円）

昭和38. 4. 3 「埼玉資料年報」創刊（～45年度）

昭和38. 5.27 県公共図書館連絡協議会総会・研究集会開催（於武蔵野荘）

昭和38. 5.30 移動図書館大会開催（熊谷）

昭和38. 6. 6 県下図書館長及び分館長会議開催（川口）

昭和38. 6.10 第6回母親教養講座　講演「いまの家庭　これからの親子」（重松敬一）

昭和38. 6.14 県図書館大会開催（東松山）

昭和38. 7.22 入間郡上名栗村町田家文書調査実施

昭和38. 9. 9 第6回母親教養講座　講演「青少年問題と家庭のあり方」（秋山ちえ子）

昭和38.10. 1 日本図書館協会公共図書館部会移動図書館分科会発足　会長に本館上野館長就任

昭和38.10. 7 本館鈴木四郎係長、英国文化振興会の給費生として6か月間英国に派遣される

昭和38.10. 8 貸出文庫配本車（「むさしの」5号車）新設

昭和38.11.14 第1回近世史料講習会開催（14・21・28日　浦和）

昭和38.11.29 読書指導研修会開催

昭和38.12. 1 県下公共・学校図書館振興のための請願（陳情）□県議会で12月14日採択される

昭和38.12. 2 県下における古文書古記録の調査及刊行について請願（陳情）

県議会で12月14日採択される

昭和39. 2. 7 埼玉資料室資料選定協力委員会開催

昭和39. 2.14 分館図書点検（～21日、秩父他）

昭和39. 3.18 県公共図書館連絡協議会及び郷土資料研究会開催（鴻巣）

昭和39. 3.28 埼玉県母親教養講座　講演「青少年の心理と指導」（品川孝子　東松山）

昭和39. 3.28 分館増設5か年計画第2次、朝霞・寄居・所沢分館新設

昭和39. 5.25 母親読書室団体利用者読書会開催

昭和39. 6. 8 県公共図書館連絡協議会総会・研究集会開催（～9日　所沢）

昭和39. 6.15 第8回母親教養講座　講演「子どもの読書について」（松尾弥太郎）、読書通信創刊（～16号
～44年）

昭和39. 6.22 県図書館研究会

昭和39. 6.29 県図書館大会（浦和）

昭和39. 6.30 「埼玉県立図書館管理規則」改正（教委規第16号）

昭和39. 7.10 分館増設5か年計画第3年次　横瀬分館新設、蓮田分館（10月26日）、羽生分館（40年2月20
日）設置

昭和39. 7.28 第2回近世史料講習会開催（～30日　浦和）
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昭和39. 8.12 公共図書館長並びに分館長会議開催（分館数21館）

昭和39.10. 2 図書館運営研究会開催（深谷）

昭和39.11. 9 全国移動図書館研究集会開催（浦和）

昭和39.11.28 第1回埼玉県本を読むおかあさん大会開催（浦和）

昭和40. 3.25 「本を読むおかあさん」創刊（～第8集、～46年）

昭和40. 3 「埼玉の中世文書」・「近世史料所在調査報告Ⅰ」（～第7集　46年度）刊行

昭和40. 4. 1 「県教育史編さん規程（内規）」制定、編さん事業開始

昭和40. 6. 3 第9回母親教養講座　講演「私の読書論」（堀秀彦）

昭和40. 6.14 県公共図書館連絡協議会総会・研究集会開催（～15日）

昭和40. 7. 7 県図書館大会開催（熊谷）

昭和40. 7.26 第3回近世史料講習会開催（～27日　浦和）

昭和40. 7.30 日本図書館協会公共図書館部会副部会長に上野館長就任（～43年度）

昭和40. 8. 8 読書指導研修会開催（～9日　秩父三峰）

昭和40. 9 第10回母親教養講座　講演「新しい親の生き方　子の生き方」（梶田利治）

昭和40.10. 1 分館増設5か年計画第4年次　蕨分館新設（この年度に荒川・武蔵分館新設）

昭和40.10.11 県立図書館条例改正（条例第45号）

昭和40.10.27 「県教育史料及び埼玉の中世文書展」開催（～31日）

昭和40.10.29 埼玉教育回顧座談会

昭和40.10 関東地区公共図書館連絡協議会奉仕部門研究集会開催（浦和）

昭和40.11. 1 母親読書室郷土めぐり実施

昭和40.11.17 第2回県本を読むおかあさん大会開催

昭和41. 1.17 学校・公共図書館写真展開催（～21日）

昭和41. 1.28 浦和ロータリークラブ図書資料を本館に寄贈

昭和41. 3 「埼玉県立図書館資料整理基準」刊行　青少年巡回文庫廃止

昭和41. 5. 9 母親読書室利用者団体会議　児童図書展開催（～14日）

昭和41. 5.26 書庫整理促進委員会開催

昭和41. 6. 4 県図書館大会開催　県Y.B.C発会式挙行（浦和）

昭和41. 6. 6 県公共図書館連絡協議会総会・研究集会開催（熊谷）

昭和41. 6.27 浦和市内勤労青少年いずみ会読書グループ発足

昭和41. 7.14 図書館実務研究会開催（～8月）

昭和41. 7.16 県Y.B.C実行委員会開催

昭和41. 7.26 第4回近世史料講習会開催（～27日　熊谷）

昭和41. 8.12 読書指導研修会開催（～13日　飯能）

昭和41. 9.27 県公共図書館連絡協議会図書館職員研修会開催（～28日）

昭和41.10.27 読書週間（～31日）　戦後話題の出版物展（～31日）、県教育史展（～6日）、第2回母親読書
室利用者郷土めぐり実施

昭和41.12. 1 県図書館協会　文書館・第2県立図書館建設、配本所（分館）の図書費増額を県議会に請願

昭和42. 1.13 書庫工事完了1階書庫に移動図書及び点字図書配架

昭和42. 1.16 第3回本を読むおかあさん大会開催（大宮）

昭和42. 1.17 浦和ロータリークラブ児童図書を本館に寄贈

昭和42. 2 公共図書館部会視聴覚分科会全国集会開催（浦和）

昭和42. 3.13 さくら草文庫のつどい開催

昭和42. 3 文書館建設費2,785万円が県議会で議決

分館増設5か年計画完了（富士見・鶴ヶ島・春日部分館新設　全27館となる）

「県教育史資料集第1集」刊行（以後46年までに6冊）

昭和42. 5.23 文書館建設打合会開催

昭和42. 5 全国公立図書館長協議会発足、上野館長が副会長に就任（任期2年）

昭和42. 6. 8 県図書館大会開催（熊谷）

昭和42. 7.26 第5回近世史料講習会開催（～27日　越谷）

昭和42. 8.17 読書指導研修会開催（～18日　秩父）

昭和42. 8.30 新駐車場主任研究集会

昭和42. 9 文書館建設費補正予算3,688万円を県議会で議決（総計6,473万円）
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昭和42.10. 2 県教育局企画委員会に文書館建設専門部会を設置

昭和42.11. 4 明治100年出版物展開催

昭和42.11.16 第4回本を読むおかあさん大会開催（川越）

昭和42.12. 8 文書館建設打合会開催

昭和43. 1.19 文書館建設打合会開催

昭和43. 2 県議会にて、県立図書館増設議決（昭和43･44年度の2か年継続事業）

昭和43. 2.18 知事を囲むおかあさん読書座談会開催（埼玉会館　18名）

昭和43. 3 「埼玉県立図書館整理基準」第2部刊行

昭和43. 4 複写サービス開始

昭和43. 5.10 文書館建設工事入札

昭和43. 5.14 母親読書室団体利用者代表座談会開催

昭和43. 5.20 県図書館大会開催（浦和）

昭和43. 6. 1 文書館建設工事着工

昭和43. 6. 3 本館万葉百歌読書会　大宮文化会館万葉植物園見学会開催

昭和43. 7.25 第6回近世史料講習会開催（～26日　秩父）

昭和43. 8.19 読書指導研修会開催（～20日　所沢）

昭和43.10.20 明治100年郷土資料展開催

昭和43.11.13 第5回本を読むおかあさん大会開催（浦和）

昭和44. 1.27　 第1回母親読書室文化講座開催（～45年3月、計6回開催）

昭和44. 2.21 埼玉の教育文書展開催（～29日）

昭和44. 3.31 県立図書館複数館発足に伴い「県立図書館管理規則」改正（教委規第16号）　文書館建築
工事竣工（地上3階地下1階、1,322．5㎡）　書誌目録刊行

昭和44. 4. 1 県立図書館内に熊谷図書館開設準備室発足（職員７人）・準備委員長上野茂

昭和44. 5.10 文書館落成記念「埼玉の文書展」開催（～15日）

昭和44. 5.19 文書館落成式　記念講演会「史料からみた郷土埼玉」（森末義彰）、記念座談会（21日）開催

昭和44. 6. 3 文書館閲覧業務開始

昭和44. 6.13 県図書館大会開催（浦和）

昭和44. 6.18 県文書調査員委嘱状交付式並びに座談会（調査員12名）

昭和44. 7.14 母親読書室おかあさんのつどい、講演「民話について」（松谷みよ子）

昭和44. 7.24 第7回近世史料講習会開催（～25日　浦和）

昭和44. 8.12 移動図書館予約図書サービス・レファレンス業務開始

昭和44. 8.19 読書指導研修会開催（～20日　浦和）

昭和44. 9. 1 開設準備室を熊谷市立図書館分館に移転

昭和44. 9.10 埼玉資料室収書通報刊行（～10号、～46年季刊）

昭和44.11.14 第6回本を読むおかあさん大会開催（熊谷）

昭和45. 3.12 熊谷図書館、主体工事完了・開設準備室を新館に移転

昭和45. 3.30 埼玉県立図書館設置条例改正（条例第34号）により県立浦和図書館と改称

「同管理規則」改正（教委規第6号）　4課10係制となる

「県立図書館協議会条例」改正（条例第35号）「同運営規則」改正（教委規第7号）

本館所蔵「新聞雑誌目録」刊行

昭和45. 4. 1 埼玉県立熊谷図書館設置・職員25名

昭和45. 5 県郷土資料総合目録編さん委員会発足（増補版）

昭和45. 7. 7 県図書館大会開催（浦和）

昭和45. 7.21 熊谷図書館開館式典挙行

昭和45. 7.23 熊谷図書館奉仕業務開始（貸出閲覧室・母親子ども読書室・貸出文庫・視聴覚）

昭和45. 7.27 第8回近世史料講習会開催（～28日　熊谷）

昭和45. 8.17 読書指導研修会開催（熊谷）

昭和45. 9. 5 「館外奉仕資料目録第1集」刊行

昭和45. 9.30 「飯野喜四郎伝－付県政重要日記抄」刊行

昭和45.10.12 「県行政文書件名目録－産業編」刊行

昭和45.10.17 昭和45年度地方史研究協議会全国大会を主催す（～19日）



145埼玉県立図書館創立百周年記念誌

昭和45.11.18 図書館法施行並びに移動図書館発足20周年記念式典挙行

第7回本を読むおかあさん大会開催（浦和）

昭和46. 2 熊谷図書館、移動図書館「さきたま」1号車建造

昭和46. 3 浦和図書館本館増改築費として5,378万円を県議会で議決

昭和46. 3 浦和図書館から移動図書館「さきたま」1号、熊谷図書館へ保管転換

昭和46. 3.30 熊谷図書館積層書庫（4・5層）及び車庫完成（移動図書館車2台・配本車1台）

昭和46. 3.31 「県立図書館管理規則」改正（教委規第13号）

「暁霞文庫目録」（加藤芳江寄託）刊行

昭和46. 4. 1 熊谷図書館に職員15人増員

昭和46. 4.19 熊谷図書館で移動図書館巡回開始（「さきたま」1号、2号（旧「むさしの」2号）

昭和46. 4.30 「県立図書館管理規則」改正（教委規第17号）

昭和46. 5.11 熊谷図書館で調査相談室業務開始

昭和46. 7.15 熊谷図書館にサンケイ文庫設置（母親子ども室内）

昭和46. 7.12 県図書館大会開催（川越）

昭和46. 7.28 第9回近世史料講習会開催（～29日　大宮）

昭和46.11.14 「埼玉県郷土資料総合目録」（増補版）刊行

昭和46.12.21 熊谷図書館協議会委員委嘱

昭和46.12. 7 第8回本を読むおかあさん大会開催（熊谷）

昭和46.12.25 「みんなの本棚」（増加図書目録）刊行

昭和46.12.28 「県立図書館管理規則」改正（教委規則第30号）

昭和46.12 「埼玉名家著述目録」復刻刊行

昭和47. 1.13 一日図書館「むさしの」命名式

昭和47. 1.18 一日図書館「むさしの」号開館し巡回開始

昭和47. 1.20 全国公共図書館整理部門研究集会開催（～21日　浦和）

昭和47. 2 県議会で、昭和47年度予算案に第三図書館建設のための調査費計上

昭和47. 3 県教育史第5巻刊行により編さん事業完了

昭和47. 3 一日図書館運営研究会開催

昭和47. 4. 1 熊谷図書館に特許公報類閲覧所設置（調査相談室内）

昭和47. 4. 1 県戦後教育史編さん事業開始「同　編さん規程」制定（6日）

昭和47. 5 関東地区公共図書館協議会長（任期2年）並びに日本図書館協会公共図書館部会地区幹
事に江袋館長就任（任期2年）

浦和図書館、本館東側の増築完成

昭和47. 6.13 一日図書館「むさしの2号」開館し、巡回開始

昭和47. 6.27 県図書館大会開催（大宮）

昭和47. 6.30 産経新聞社児童図書700冊を本館に寄贈、同展示会開催（7月21日～25日）

昭和47. 6. 全国公共図書館協議会関東地区代表理事に江袋館長就任（任期2年）

昭和47. 7.28 第10回近世史料講習会開催（～29日、大宮）

昭和47. 8. 2 図書整理技術研修会を浦和で開催（3日　熊谷）

昭和47. 8.22 学制発布100年記念「明治時代教科書展」開催（～25日）

昭和47. 9. 8 熊谷図書館の積層書庫完成

昭和47. 9.25 「埼玉県立浦和図書館50年誌」刊行

昭和47. 9.29 浦和図書館50周年記念文書展「埼玉の交通文書展－近世－」開催（～10月3日）

昭和47.10. 2 浦和図書館創立50周年記念式典挙行

昭和47.11 埼玉県立図書館管理規則の一部改正により、浦和図書館が4部10課制に

昭和48. 3 県議会にて、第3県立図書館整備議決（昭和48･49年度の2か年継続事業）

昭和48.11. 1 埼玉県立図書館管理規則の一部改正により、浦和図書館が4部1室10課、熊谷図書館が3部
7課制に

昭和49. 4. 1 川越市役所内に開設準備室発足（職員7人）

昭和49. 6.14 川越図書館開設準備室を川越市民会館に移転

昭和49. 8. 2 川越図書館、建設用地の測量及び基礎杭打工事着工

昭和49.10.12 川越図書館、建物主体工事着工
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開設準備室を開設準備事務所に改める（職員20人）

浦和図書館文書部が埼玉県立文書館として分離独立、浦和図書館は3部1室8課制に

熊谷図書館の職員定数1人減員で39人

昭和50. 5.21 やまびこ図書館設置（寄居町風布外）

昭和50. 5.30 熊谷図書館、国立国会図書館の図書館外貸出加入

昭和50. 6.30 川越図書館、建物主体工事完成

昭和50. 7. 1 新図書館開設準備事務所を川越市民会館から新館に移転

昭和50. 7.22 川越図書館、視覚障害者サービスの朗読者養成講習会開始

昭和50. 8.11 川越図書館、障害者に対する図書館利用の説明会開催

昭和50. 8.31 川越図書館、車庫・自転車置場・外構及び造園工事完成

昭和50.10. 1 埼玉県立図書館設置条例、同管理規則が改正され、埼玉県立川越図書館設置（組織3部8
課制、館長以下職員24人）、開館式典及び記念事業を挙行

昭和50.10. 1 熊谷図書館、自転車置場増設

昭和50.10.31 川越図書館、開館式典及び記念事業を挙行

昭和50.11. 7 川越図書館、奉仕業務開始（貸出閲覧室、母親子ども読書室及び朗読室の奉仕活動を開
始）

昭和51. 1. 8 川越図書館積層書庫（1・2層）工事完成

昭和51. 3.10 熊谷図書館、自転車・歩行者専用門新設

昭和51. 4. 1 川越図書館で視聴覚奉仕事業を開始

昭和51. 4 浦和図書館で協力車運行開始（北足立・埼葛、入間の2コース）

昭和51. 6.24 川越図書館協議会委員委嘱

昭和51. 7.30 川越図書館で調査相談室奉仕事業を開始

昭和51.10. 1 川越図書館で移動図書館巡回開始（入間地域を対象、浦和図書館から移管、移動図書館車
の保管転換を受け「はつかり」号と命名）

昭和51.10. 5 熊谷図書館、貸出閲覧室・母親こども読書室及び書庫（1･4･5層）内書架の増設

昭和51.12.31 川越図書館、積層書庫（3･4･5層）書架配備

昭和52. 3.31 熊谷図書館で移動図書館車（新車）用度課より保管転換

浦和図書館、教育史編纂事業終了に伴い3部8課に

川越図書館の職員定数館長以下38人

川越図書館で比企地域に対し移動図書館等奉仕事業を開始（熊谷図書館から移管）

熊谷図書館の職員1人減員で38人

昭和52. 8. 3 川越図書館、移動図書館車・新車購入、保有台数2台となる

昭和52. 8.30 熊谷図書館、書庫（2･3層）内書架の増設

昭和52. 9 県議会で、第四図書館の調査設計費が補正予算として上程

昭和53. 3.25 熊谷図書館、駐車場整備

昭和53. 4. 1 埼玉県立第四図書館（仮称）準備委員長ほか2人発令（社会教育課内）

昭和53. 6.23 埼玉県教育委員会教育長と久喜市長との間で「図書館建設の覚書」交換

昭和53. 7.20 熊谷図書館、ヘッドホン室増設

昭和53. 7.28 埼玉県立第四図書館（仮称）建設工事着工

昭和53.10. 1 埼玉県立第四図書館開設準備室の設置（久喜高等学校内）職員4人増員で7人

昭和54. 4. 1 埼玉県立久喜図書館準備事務所の設置（久喜高等学校内）、庶務課、奉仕計画課、資料課
の3課制、職員11人増員で18人

昭和54. 4. 1 埼玉県立図書館文化事業の開始

昭和54. 7. 1 埼玉県立図書館運営基本方針（案）検討開始

昭和54. 7.10 久喜図書館で視覚障害者サービスの朗読奉仕ボランティア養成講座開始

昭和54.10. 1 久喜図書館に職員6人増員で24人

昭和54.10. 8 図書館建物完成引き渡し、久喜高等学校から準備事務所を移転

昭和54.12. 1 久喜図書館に職員1人増員で25人

昭和54.12 埼玉県立図書館復刻叢書（第１巻「三峯紀行艸」）刊行開始

昭和55. 1.10 久喜図書館、外構工事完成引渡し

昭和55. 1.16 熊谷図書館、身体障害者利用対策として、スロープ、表玄関の自動化及びトイレ等の改造

昭和55. 3.28 熊谷図書館、ブックポストの設置

昭和55. 3.29 埼玉県立図書館設置条例改正

昭和50. 4. 1

昭和52. 4. 1
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昭和55. 3.31 久喜図書館、植栽工事完成引渡し

昭和55. 4. 1 久喜図書館に職員7人増員で32人

昭和55. 5 図書館法施行30周年記念式典挙行

昭和55. 6. 1 埼玉県立図書館設置条例・埼玉県立図書館協議会条例及び埼玉県立図書館管理規則改
正、埼玉県立久喜図書館設置（3部7課制）

昭和55. 6. 2 久喜図書館開館式典挙行

昭和55. 6. 3 久喜図書館業務開始（子ども室、一般公開図書室及び朗読室の奉仕業務を開始）

昭和55. 6.21 久喜図書館で文化事業「児童奉仕ボランティア養成講座」開始

昭和55. 6.26 久喜図書館協議会委員委嘱

昭和55. 9. 1 久喜図書館玄関前排水溝工事完成

昭和55. 9.13 移動図書館発足30周年記念式典挙行

昭和55.10. 1 久喜図書館の職員1人増員で33人

昭和55.10.31 久喜図書館、館内階段手摺工事完成

昭和55.11 埼玉県社会教育委員会議より「埼玉県立図書館運営体制の整備について」助言

昭和56. 3.23 久喜図書館で移動図書館車新規購入

昭和56. 3.31 移動図書館車、浦和図書館から久喜図書館へ保管転換（久喜図書館保有台数2台）

昭和56. 3 浦和図書館の移動図書館車、奉仕対象を転換し協力車へ

昭和56. 4. 1 久喜図書館で移動奉仕課を設置し、3部8課制に、職員定数5人増員で38人

昭和56. 4.10 久喜図書館、移動図書館車巡回開始（前日に発足式、巡回車を「みずほ」号と命名）

昭和56.10.29 第67回全国図書館大会開催（開催地：浦和市　10月29日～10月31日）

昭和57. 3.13 久喜図書館野外読書広場工事完成

昭和57. 3.23 熊谷図書館、収蔵庫増築完成

昭和57. 3.30 久喜図書館、耐震性貯水槽工事完成引渡し

昭和57.10 「県立図書館資料収集方針」策定

昭和58. 4. 1 文書館新築移転、熊谷図書館の職員1人減員で37人、川越図書館の職員1人減員で37人、
久喜図書館の職員1人減員で37人

昭和58. 7.16 文書館跡使用開始・埼玉資料室設置

昭和59. 3.13 熊谷図書館、井水から市水に切替工事

昭和59. 3.24 熊谷図書館の3階内装工事・2階屋上防水工事完成

昭和59. 4. 1 久喜図書館の職員1人増員で38人

昭和60. 3 「埼玉県立図書館合同蔵書目録（第1期）」刊行開始

昭和61. 3 埼玉県社会教育委員会議から「情報化社会における本県の図書館情報ネットワークシステム
のあり方について（建議）」

昭和61. 3.28 川越図書館、収蔵庫増築完成

昭和61. 4.10 久喜図書館で彫塑「遙か」（齋藤馨氏作）寄贈受入れ

「埼玉県立図書館合同蔵書目録（第1期）」完結（書名編4冊、著者名編3冊、分類編3冊、計
10分冊）

浦和図書館、移動図書館廃止（一日図書館「むさしの」号廃止）

平成 1. 4. 1 川越図書館の職員1人減員で36人

平成 1.12.28 熊谷図書館、集会室設置・玄関改修

平成 2. 1 「埼玉県立図書館合同蔵書目録（第2期）」刊行開始

平成 2. 2 埼玉県社会教育委員会議から「生涯学習社会における埼玉県立図書館の今後の在り方につ
いて」建議

平成 2. 3.22 久喜図書館、収蔵庫増築工事完成

平成 2. 4. 1 川越図書館の職員1人増員で37人

平成 2.10.31 熊谷図書館、車庫屋根張替・鑑賞室冷暖房改修・参考調査室書架増設

平成 2.11.26 熊谷図書館、身体障害者利用対策として玄関にインターホン設置

平成 3. 3 「埼玉県立図書館合同蔵書目録（第2期）」完結（書名編2冊、著者名編2冊、分類編1冊、計5
分冊）

平成 3.10.23 熊谷図書館に点字ブロックを設置

平成 4. 3 埼玉県立図書館協議会が「本県における図書館活動振興方策－図書館未設置町村の解消
について」答申

平成 4. 3 図書館紀要（創刊号）刊行

昭和62. 3
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平成 4. 4 埼玉県立図書館合同蔵書目録のCD-ROM化による情報提供システム開発開始

平成 4. 4.10 熊谷図書館、階段の手摺取付

平成 5. 4. 1 川越図書館の職員1人減員で36人

平成 5.11.29 熊谷図書館、こども読書室出入口改修

平成 6. 4. 1 川越図書館から熊谷図書館へ移動図書館業務を移管

平成 6. 4. 1 図書の分野別分担収集を開始

平成 6. 4. 7 熊谷図書館、点字案内板設置

平成 7. 3.29 久喜図書館、屋外環境整備工事完成

平成 7. 3 埼玉県立図書館合同蔵書目録CD-ROM版「彩-BISC」刊行

平成 7. 3 「埼玉県立中央図書館（仮称）基本構想に関する調査検討委員会報告」

平成 7. 9 埼玉県立図書館協議会から「将来展望にたって県立図書館はどうあればよいかについて」答
申

平成 8. 1 「埼玉県立中央図書館（仮称）基本構想報告」

平成 8. 3 浦和図書館、地下1階車庫を書庫に改修

平成 8.10.11 熊谷図書館、1階点字ブロック張替

平成 8.12.12 熊谷図書館、空調設備改修

平成 8.12 浦和図書館、冷暖房設備改修工事実施

平成 9. 3 「埼玉県立中央図書館（仮称）基本計画」

平成 9. 3 浦和図書館、駐輪場、ホール等改修工事実施

収書・整理業務を浦和図書館へ集中一元化、久喜図書館の移動図書館業務を熊谷図書館
へ移管

浦和図書館は職員9人増員で46人、熊谷図書館は3人減員で34人、川越図書館は2人減員
で34人、久喜図書館は5人減員で33人

平成 9. 7 書誌データ入力システム稼働

平成 9.10.29 4館内にOPAC設置

平成10. 3.16 久喜図書館の子ども室出入口自動ドア工事完成

平成10. 7. 1 文部省の委嘱事業として、久喜図書館で養護学校等との連携による図書館活動実施（～11
年3月31日)

平成11. 3.31 熊谷図書館の特許公報類閲覧所指定解除

平成11. 4.1 管理規則の一部改正により祝日等の開館及び開館時間の延長

平成11.10 埼玉版ISBN総合目録稼働（埼玉県図書館協会事業）

平成11.11 埼玉県立図書館ウェブサイト開設

平成11.12 蔵書管理コンピュータ化事業に着手

平成12. 4. 1 資料搬送業務の外部委託実施に伴い、組織運営体制を見直し浦和図書館は1人減員で45
人、久喜図書館は1人減員で32人

平成12. 5. 6 「埼玉県立図書館資料収集方針」策定

平成13. 3 「埼玉県立図書館の今後の在り方について（報告）」

平成13. 4. 1 資料搬送業務の外部委託実施に伴い、組織運営体制を見直し熊谷図書館は1人減員で33
人、川越図書館は1人減員で33人

平成14.10 貸出手続確認装置導入

平成14.10 「県立社会教育施設再編整備計画」策定（埼玉県教育委員会）

平成14.12.20 県議会で「埼玉県立図書館設置条例及び埼玉県立図書館協議会条例の一部を改正する条
例」議決、川越図書館の廃止が決定

平成15. 3.24 熊谷図書館の子ども読書室玄関前スロープ設置

平成15. 3.26 県立図書館コンピュータシステム稼働（利用券共通化、図書貸出の上限変更、蔵書検索・予
約のオンライン化）

平成15. 3.31 川越図書館廃止

平成15. 4. 1 県立図書館再編に伴う管理規則の全部改正により、組織改正、グループ制へ移行（浦和図
書館は川越分室の職員を含み58人、熊谷図書館は4人増員で37人、久喜図書館は7人増員
で39人。県立図書館3館体制）

平成15. 4 県内市町村立図書館からのインターネット経由での蔵書予約開始

平成15. 9. 8 資料移動作業のため休館（～10月20日）

平成15.10.21 リニューアル・オープン(分野別専門館、CD・ビデオの利用時間延長、貸出手続確認装置の
導入）

平成 9. 4. 1

148



149埼玉県立図書館創立百周年記念誌

平成15.11 個人利用者からのインターネット経由での蔵書予約開始

平成16. 2. 1 図書館指標策定のための「利用者アンケート」実施（～2月7日）

平成16. 3. 6 国立国会図書館レファレンス協同データベース実験事業に参加

平成16. 4. 1 熊谷図書館は1人減員で36人、久喜図書館は1人減員で38人

平成17. 3.28 県立図書館と埼玉大学図書館との間で相互協力協定を締結

平成17. 3 埼玉県立図書館協議会から「埼玉県立図書館の振興方策について」建議

平成17. 4. 1 浦和図書館は2人減員で45人、熊谷図書館は1人減員で35人、久喜図書館は1人減員で37
人

平成17. 4. 1 浦和図書館で行政支援サービスを開始

平成17. 4. 1 久喜図書館に子ども読書支援センターを開設

平成17. 7.12 「お客様アンケート」実施（～7月18日）

平成17.12.15 国立国会図書館レファレンス協同データベース事業で埼玉県のレファレンス事例を一般公開

平成18. 3.27 県立図書館と県立大学情報センターとの間で相互協力協定を締結

平成18. 3 埼玉県内公立図書館等横断検索システムが稼働

平成18. 3 移動図書館業務を廃止

平成18. 4. 1 熊谷図書館は2人減員で33人、久喜図書館は1人減員で36人

平成18. 7 埼玉県立図書館サービス評価指標数値目標策定・公開

「文字・活字文化の日」記念事業開催

埼玉県立図書館協議会から「県立図書館の子どもの読書活動推進に係る提言」

平成19. 2. 2 「利用者アンケート」実施（～2月4日）　以後毎年度実施

平成19. 4. 1 浦和図書館は3人減員で42人、熊谷図書館は1人増員で34人、久喜図書館は1人減員で35
人

平成19. 4. 1 協力車の運行を熊谷図書館に一元化

平成19.10.27 「図書館と県民のつどい埼玉2007」（第1回）開催（会場：さいたま市民会館うらわ　参加者：延
べ696名）

平成20. 2.29 熊谷図書館駐車場用地として、管財課から所管換えにより1,150㎡を取得

平成20. 3 県立図書館コンピュータシステム更新（第2次）

平成20. 4. 1 浦和図書館は１人減員で41人、熊谷図書館は１人減員で33人、久喜図書館は1人減員で34
人

平成20.10 埼玉県立図書館協議会から「市町村立図書館等との連携協力に係る提言」

平成20.11. 1 「図書館と県民のつどい埼玉 2008」（第2回）開催（会場：さいたま市民会館うらわ　参加者：延
べ1,513名）

平成21. 1.29 レファレンス事例提供数全国一位で国立国会図書館から礼状

平成21. 1 管理規則の改正により1月4日開館

平成21. 2 埼玉県立図書館ライフチャンスライブラリー化基本計画策定委員会から、「県立図書館のライ
フチャンスライブラリー化に向けて（提言）」

平成21. 6.25 関東地区公共図書館協議会総会及び研究発表大会開催（～6月26日）

平成21.10.30 第21回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア埼玉2009」の生涯学習見本市に参加（～11
月3日）

平成21.10. 3 久喜図書館に健康・医療情報コーナーを開設

平成21.11.28 「図書館と県民のつどい埼玉 2009」（第3回）開催（会場：浦和コミュニティセンター　参加者：
延べ1,730名）

平成22. 6.26 「図書館はこんなに役に立つ～国民読書年記念・図書館を活用する県民のつどい～」開催

平成22. 9. 1 障害者サービスの対象を学習障害や肢体障害等に拡大

平成22.10. 2 「国民読書年記念・図書館と県民のつどい埼玉2010」（第4回）開催（会場：さいたま市文化セ
ンター　参加者：延べ1,751名）

平成23. 3.12 東日本大震災の影響により、久喜図書館で復旧作業のため2日間の臨時休館（～3月13日）

平成23. 3.15 東日本大震災の影響により、3館臨時休館

平成23. 7. 7 ブログでの情報発信開始

平成23.10. 4 「はたらく気持ち応援フェア～きっかけは図書館から～」開催（浦和館：10月4日～11月4日、
熊谷館：11月8日～11月14日、久喜館：11月22日～11月27日）

平成23.11. 5 「図書館と県民のつどい埼玉2011」（第5回）開催（会場：桶川市民ホール・さいたま文学館
参加者：延べ1,598名）

平成24. 3.27 公衆無線 LAN の利用サービス開始

平成18.10
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平成24. 9. 1 埼玉県・さいたま市共同企画展示「自慢したい風景」開催（～9月16日）

平成24.12. 2 「図書館と県民のつどい埼玉2012」（第6回）開催（会場：桶川市民ホール・さいたま文学館
参加者：延べ1,842名）

平成25. 4. 1 図書、雑誌及びＣＤ郵送サービス開始

平成25.10. 1 非来館者を対象とする「ウェブアンケート」実施（～10.31）　以後、H27.H30を除く毎年度実施

平成25.12. 1 「図書館と県民のつどい埼玉2013」（第7回）開催（会場：桶川市民ホール・さいたま文学館
参加者：延べ1,694名）

平成26. 1.25 上里町立図書館で埼玉県立図書館「図書館活用講座－図書館を使いこなす－」開催

平成26. 3. １ 久喜図書館の「健康・医療情報コーナー」に「がん情報コーナー」「妊活情報コーナー」新設

平成26. 3 県立図書館コンピュータシステム更新（第3次）

平成26. 4 埼玉県立図書館運営の基本方針改訂

平成26. 7.24 国立国会図書館の「国立国会図書館デジタル化資料提供サービス」に参加

平成26.10.28 巡回資料展示「なつかしい埼玉の風景」を久喜図書館（10月28日～11月3日）、宮代町立図
書館（11月6日～9日）、飯能市立図書館（11月13日～16日）で開催

平成26.10 新県立図書館在り方検討有識者会議から「新県立図書館の在り方について」提言

平成26.12.14 「図書館と県民のつどい埼玉2014」（第8回）開催（会場：桶川市民ホール・さいたま文学館
参加者：延べ2,389名）

平成26.12.19 県議会で「埼玉県立図書館設置条例及び埼玉県立図書館協議会条例の一部を改正する条
例」可決、浦和図書館の廃止決定

平成27. 3. 1 企画展「浦和文化の風景－県立図書館と埼玉会館」開催（会場：埼玉会館第一、第二展示室
～3月6日）

平成27. 3. 7 国立国会図書館の「歴史的音源の配信提供」に参加

平成27. 3.14 企画展「さようなら県立浦和図書館」開催（会場：浦和図書館2階ロビー　～3月31日）

平成27. 3.16 耐震改修工事のため久喜図書館休館（～27年5月15日）

平成27. 3.31 浦和図書館廃止

平成27. 4. 1 浦和図書館廃止に伴い、組織改正（熊谷図書館は浦和事務室の職員を含み5人減員で69
人、久喜図書館は34人）

平成27. 6. 4 久喜図書館の「健康・医療情報コーナー」に「見て・聴いて・感じる読書コーナー」新設

平成27. 6.11 埼玉県立図書館管理規則が改正され熊谷図書館浦和分室開室

平成27.11. 4 改修工事及び資料移動作業のため熊谷図書館休館（～28年3月22日）

平成27.12.13 「図書館と県民のつどい埼玉2015」（第9回）開催（会場：さいたま市民会館うらわ　参加者：延
べ1,408名）

平成28. 3.23 熊谷図書館リニューアル開館（埼玉資料室、ビジネス支援室を開設、図書館協力棟、資料管
理棟増設）

平成28. 4. 1 浦和事務室閉室に伴い、組織改正（熊谷図書館は9人減員で60人、久喜図書館は34人）

平成28.10.14 ツイッターでの情報発信開始

平成28.12.18 「図書館と県民のつどい埼玉2016」（第10回）開催（会場：北本市文化センター　参加者：延べ
1,479名）

平成29. 4. 1 組織改正（熊谷図書館は1人減員で59人、久喜図書館は34人）

平成29. 6. 1 文書館大規模改修工事に伴い、浦和分室休室（～10月31日）

平成29.10. 2 「ビジネス・ライブラリアン講習会埼玉版」（共催：ビジネス支援図書館推進協議会）を開催（10
月2日、11月24日、12月11日、1月29日）

平成29.11. 1 浦和分室、仮施設にてサービス再開（～30年10月31日）

平成29.11.28 関東・甲信越静地区図書館地区別研修開催（埼玉会館、近代美術館　～12月1日）

平成29.12.17 「図書館と県民のつどい埼玉2017」（第11回）開催（会場：桶川市民ホール・さいたま文学館
参加者：延べ1,999名）

平成30.11.25 「ウィキペディアタウンin熊谷」開催

平成30.11. 1 文書館大規模改修工事に伴い、浦和分室休室（～4月1日）

平成30.12.16 「図書館と県民のつどい埼玉2018」（第12回）開催（会場：北本市文化センター　参加者：延べ
3,013名）

平成30. 12 県立図書館コンピュータシステム更新（第4次）、埼玉県内公立図書館等横断検索システム更
新

平成31. 4 埼玉県立図書館運営の基本方針改訂

平成31. 4. 2 浦和分室、サービス再開

令和 1. 6.28 久喜図書館の「健康・医療情報コーナー」に「認知症情報コーナー」新設

150



151埼玉県立図書館創立百周年記念誌

令和 1. 7. 2 「関東地区公共図書館協議会 総会・研究発表大会」開催（ホテルブリランテ武蔵野　～7月3
日）

令和 1.12.15 「図書館と県民のつどい埼玉2019」（第13回）開催（会場：桶川市民ホール・さいたま文学館
参加者：延べ3,457名）

令和 2. 2.29 新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館（～2年5月31日）

令和 2.10. 1 「埼玉サーチ」公開

令和 2.12.14 「図書館と県民のつどい埼玉2020」（第14回）会場開催中止、オンライン公開（～3年1月11
日）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館（～3年3月22日）

令和 3.12.11 「図書館と県民のつどい埼玉2021」（第15回）オンライン開催（～4年1月10日）

令和 4. 3.30 新しいタイプの図書館検討有識者会議から「新しいタイプの図書館検討有識者会議（議論の
まとめ）」公開

令和 4. 4 埼玉県立図書館運営の基本方針改訂

令和 4. 7.28 デジタル行政資料のウェブOPACでの公開開始

令和 4.10. 8 「あれから、百年 埼玉県立図書館百周年記念資料展」開催（熊谷館：10月8日～11月6日、県
庁渡り廊下：10月12日～11月4日、久喜館：11月12日～12月18日、文書館：12月13日～5年2
月12日）

令和 4.12.10 「図書館と県民のつどい埼玉2022」（第16回）オンライン開催（～5年1月31日）

備考 昭和47年10月までは『埼玉県立浦和図書館50年誌』「第4編　年譜」から再掲
（一部修正あり）
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